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■事例集の目的 

総合土砂管理の推進に関する懇談会では、令和 4 年度の支援策として「取組着手時における容

易な土砂管理にかかわる問題の把握手法（ver1.0）」を作成した。「取組着手時における容易な土

砂管理にかかわる問題の把握手法（ver1.0）」では、日野川流砂系をフィールドに、総合土砂管理

に向けた取組着手時における容易な土砂管理にかかわる問題の把握手法が整理されている。 

ただし、日野川流砂系は、総合土砂管理計画が策定されており、資料やデータも豊富に揃う。 

一方、中小河川を含む多くの流砂系では、資料やデータが少ないことが想定される。 

しかし、土砂問題は領域間を跨ぐことも多いことより、今後は中小河川の流砂系も含め、総合

土砂管理の取組をより一層推進する必要がある。そのため、本資料では、中小河川の流砂系をフ

ィールドに「取組着手時における容易な土砂管理にかかわる問題の把握手法（ver1.0）」を用いた

検討事例を整理し示すこととした。 

 

■事例集の内容 

本資料では、宮崎県が管理する河川の中より、タイプの異なる 6 つの流砂系を対象に「取組着

手時における容易な土砂管理にかかわる問題の把握手法（ver1.0）」に示されるレベル の検討を

実施した。また、資料やデータが揃う 1 流砂系についてはレベル の検討も実施した。 

その結果、資料やデータの少ない中小河川の流砂系においても、レベル の検討は可能であり、

流砂系の土砂動態の大枠の把握、土砂動態の要因推定までは、ある程度出来ることが確認された。 

 

検討対象の流砂系 

一ツ瀬川流砂系（ダムあり、港湾施設あり）：レベル 、  

名貫川流砂系 （ダムなし、港湾施設なし）：レベル  

五十鈴川流砂系（ダムなし、港湾施設あり）：レベル  

潟上川流砂系 （ダムなし、港湾施設あり）：レベル  

平田川流砂系 （ダムあり、港湾施設なし）：レベル  

沖田川流砂系 （ダムあり、港湾施設あり）：レベル  

 

■「取組着手時における容易な土砂管理にかかわる問題の把握手法（ver1.0）」による検討の利点 

前述のとおり、資料やデータの少ない中小河川の流砂系においても、レベル の検討は可能で

あり、流砂系の土砂動態の大枠の把握、土砂動態の要因推定までは、ある程度可能である。 

なお、レベル の検討を行い、現状課題がないと判断される流砂系もでてくることが想定され

るが、このような場合でも、一度データを整理しておくことで将来的に課題が生じた際には、こ

れらのデータが参考になる。 

そのため、総合土砂管理の取組に着手していない流砂系においても、レベル の検討について

は、各流砂系で実施することが望ましいと考える。 

また、推定した要因に対しては、調査・モニタリングによりデータを蓄積することで、レベル

 の検討も可能となり、定量的な土砂収支の把握も可能になる。
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1.一ツ瀬川流砂系 
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年

間
）

杉
安

ダ
ム

Ｐ
九

州
電

力
S
3
8

（
1
9
6
3
）

4
8
5
.
7

2
2
5
/
8
7
7

7
0

2
7
0

3
8
6

（
5
8
年

間
）

立
花

ダ
ム

F
N
P

宮
崎

県
S
3
8

（
1
9
6
3
）

7
0
.
5

8
4
8
/
1
0
0
0

5
3
.
4

1
5
7

2
9
4

（
5
8
年

間
）

寒
川

ダ
ム

Ｐ
宮

崎
県

S
3
8

（
1
9
6
3
）

4
6
.
8

3
7
/
7
2

7
.
4

2
4

3
2
4

（
5
8
年

間
）

長
谷

ダ
ム

F
N

宮
崎

県
S
5
6

（
1
9
8
1
）

1
1
.
8

1
6
5
/
2
2
5

6
0

3
5

5
8

（
4
0
年

間
）

目
的

略
字

　
P
：

発
電

、
F
：

洪
水

調
節

、
N
：

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持

一
ツ

瀬
川
流
域

内
の
ダ
ム

杉
安

ダ
ム

（
九

電
）

一
ツ

瀬
ダ

ム
（

九
電
）

長
谷

ダ
ム

（
県

）

立
花

ダ
ム
（

県
）

寒
川

ダ
ム
（

県
）

一
ツ

瀬
川
流
域

内
の
ダ
ム
の
位
置

図

堆
砂

量
の
経
年

変
化

一
ツ

瀬
ダ
ム
の

堆
砂
が
大
き
い
が

近
年

の
堆
砂
速

度
は
緩
や
か

ダ
ム

領
域

に
お

け
る

人
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

と
し

て
、

ダ
ム

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
昭

和
３

８
年

に
一

ツ
瀬

川
本

川
に

一
ツ

瀬
ダ

ム
、

杉
安

ダ
ム

、
支

川
の

三
財

川
に

立
花

ダ
ム

、
寒

川
ダ

ム
が

完
成

し
た

。
ま

た
、

昭
和

５
６

年
に

支
川

の
三

納
川

に
長

谷
ダ

ム
が

完
成

し
た

。
一

ツ
瀬

ダ
ム

で
は

平
成

２
２

年
、

杉
安

ダ
ム

で
は

平
成

２
９

年
に

濁
水

対
策

と
し

て
放

流
設

備
の

改
造

が
行

わ
れ

て
い

る
。 一

ツ
瀬
川
流
域

内
の
ダ
ム

出
典

：
一

ツ
瀬

川
水

系
河

川
整

備
計

画
平

成
2
4
年

4
月

宮
崎

県

6
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ダ
ム

領
域

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

の
把

握

一
ツ

瀬
川
流
域

内
の
ダ
ム
の
位
置

図
と
一
ツ

瀬
川
流
域
の
地
質

杉
安

ダ
ム

（
九

電
）

一
ツ

瀬
ダ

ム
（

九
電

）

長
谷

ダ
ム

（
県

）

立
花

ダ
ム

（
県

）

寒
川

ダ
ム

（
県

）

流
域

（
地

質
）

ダ
ム

名
年

平
均

堆
砂

量

（
万

m
3
）

一
ツ

瀬
川

上
流

域
（

頁
岩

）
一

ツ
瀬

ダ
ム

3
7
.
5

一
ツ

瀬
川

中
流

域
（

砂
岩

、
泥

岩
）

杉
安

ダ
ム

4
.
7

立
花

ダ
ム

2
.
7

寒
川

ダ
ム

0
.
4

長
谷

ダ
ム

0
.
9

三
財

川
流

域
（

砂
岩

、
泥

岩
）

ダ
ム

ご
と
の
年

平
均
堆
砂
量
と
地

質

ダ
ム

堆
砂

量
の

測
量

デ
ー

タ
か

ら
年

平
均

堆
砂

量
を

算
出

し
た

。
ま

た
、

周
辺

ダ
ム

の
年

平
均

堆
砂

量
や

ダ
ム

流
域

の
地

質
を

比
較

し
て

、
地

質
別

の
堆

砂
量

の
大

小
な

ど
の

関
係

性
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
■

堆
砂

状
況

年
平

均
堆

砂
量

を
確

認
す

る
と

一
ツ

瀬
ダ

ム
が

最
も

多
い

。
■

地
質

ダ
ム

上
流

域
は

四
万

十
層

群
の

堆
積

岩
（
頁

岩
、

泥
岩

、
砂

岩
）
が

主
体

で
あ

る
。

上
流

域
で

生
産

さ
れ

る
頁

岩
を

主
体

と
し

た
土

砂
は

微
細

な
粒

子
と

な
る

た
め

、
一

ツ
瀬

川
に

流
出

し
た

土
砂

は
水

中
で

沈
降

し
に

く
く
、

濁
水

の
一

因
と

な
っ

て
い

る
。

7

前
頁

の
R

3
年

度
末

時
点

の
堆

砂
量

を
竣

工
以

降
の

経
過

年
数

で
割

り
戻

し
算

定

10



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：
19
9
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7国

土
地

理
院

の
航

空
写

真
を

用
い

て
、

河
道

の
長

期
の

地
形

変
化

状
況

を
把

握
し

た
（
河

口
か

ら
２

２
～

２
４

ｋ
ｍ

付
近

）
。

河
道

領
域
の
経

年
変
化

杉
安

ダ
ム

（
建

設
中

）

杉
安

ダ
ム

（
S
3
8
完

成
）

杉
安

ダ
ム

杉
安

ダ
ム

杉
安

ダ
ム

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸

地
が

多
い

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
各

年
代

で
砂

州
の

点
在

が
確

認
さ

れ
る

。
砂

州
上

は
裸

地
が

主
で

あ
る

。
昭

和
３

８
年

に
杉

安
ダ

ム
や

一
ツ

瀬
ダ

ム
が

完
成

し
た

が
、

ダ
ム

建
設

前
後

に
よ

る
大

き
な

違
い

は
見

ら
れ

な
い

。

8
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
 

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

６
．

８
～

１
９

．
８

ｋ
ｍ

付
近

）
。

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：

1
99
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

杉
安

堰

杉
安

堰

杉
安

堰

杉
安

堰

杉
安

堰

杉
安

堰
植

生
繁

茂
域

が
拡

大

植
生

繁
茂

域
の
拡

大
は

見
ら

れ
な

い

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

る
植

生
が

確
認

さ
れ

る

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て
い

る
が

裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て
い

る
が

裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て
い

る
が

裸
地

が
多
い

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
５

０
年

よ
り

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
、

昭
和

６
１

年
に

は
植

生
域

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る
。

平
成

７
年

は
昭

和
６

１
年

と
大

き
な

違
い

は
見

ら
れ

な
い

が
、

平
成

２
０

年
に

は
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
る

。

9
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

３
．

８
～

１
６

．
８

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
６

１
年

よ
り

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
る

。
平

成
７

年
は

昭
和

６
１

年
と

大
き

な
違

い
は

見
ら

れ
な

い
が

、
令

和
２

年
に

は
植

生
の

繁
茂

域
は

大
き

く
拡

大
し

、
一

部
で

は
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
る

。

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：

1
99
5

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川 一
ツ

瀬
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

植
生

繁
茂

域
の
拡

大
は

見
ら
れ

な
い

植
生

繁
茂

域
が
拡

大
し

、
一
部

樹
林
化

が
確

認
さ

れ
る

10
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
④

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

０
．

８
～

１
３

．
８

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
６

１
年

よ
り

金
丸

堰
直

下
の

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
る

。
平

成
７

年
は

昭
和

６
１

年
と

大
き

な
違

い
は

見
ら

れ
な

い
が

、
令

和
２

年
に

は
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
る

。

昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：

1
99
5

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

一
ツ

瀬
川

金
丸

堰

金
丸

堰

金
丸

堰

金
丸

堰

金
丸

堰

金
丸

堰

河
川

改
修

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

が
確

認
さ

れ
る

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

植
生

繁
茂

域
の
拡

大
は

見
ら
れ

な
い

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

る

11
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昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
2年

：
20
1
0

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑤

河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
７

～
１

０
ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
６

１
年

よ
り

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
る

。
そ

の
後

の
平

成
２

２
年

に
は

植
生

域
の

拡
大

、
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
、

令
和

２
年

に
は

樹
木

範
囲

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る
。

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
が
拡

大
し

、
一
部

樹
林
化

が
確

認
さ

れ
る

樹
木

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ
れ

る
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15



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑥

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
４

．
５

～
７

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
５

０
年

を
除

き
、

各
時

点
で

砂
州

上
に

植
生

や
樹

木
が

確
認

さ
れ

る
。

昭
和

５
０

年
に

植
生

が
確

認
さ

れ
な

い
の

は
出

水
に

よ
る

消
失

又
は

人
為

的
な

除
去

の
影

響
で

は
な

い
か

と
想

定
さ

れ
る

。
な

お
、

現
在

（
令

和
２

年
）
は

、
砂

州
上

の
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
る

。

昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：

1
99
5

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

三
財

川

一
ツ

瀬
川

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

※
一

部
樹

林
化
も

確
認

さ
れ
る

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

が
、

植
生

域
の

繁
茂
は

確
認

さ
れ
な

い

各
砂

州
で

植
生
が

確
認

さ
れ
る

※
一

部
樹

林
化
も

確
認

さ
れ
る

ゴ
ル

フ
場

ゴ
ル

フ
場
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16



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑦

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

6
1年

：
19
8
6

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

7年
：
19
9
5

令
和

2年
：
20
2
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

河
道

領
域
の
経

年
変
化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

～
４

．
５

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
経

年
的

に
大

き
な

変
化

は
見

ら
れ

な
い

。

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川 一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

一
ツ

瀬
川

ゴ
ル

フ
場

ゴ
ル

フ
場

14
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河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

新
瀬

口
橋
の
基

礎
の
露
出

一
ツ

瀬
川
1
0
k付

近
吐
合

橋
の
基
礎

の
露
出
お
よ
び
根

固
め
ブ
ロ

ッ
ク
の
転
倒

三
納
川
4
.
5k
付
近

橋
脚

基
礎
の
露

出

橋
脚

基
礎
の
露

出

根
固

め
ブ
ロ
ッ

ク
の

転
倒

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
一

ツ
瀬

川
の

１
０

ｋ
付

近
に

位
置

す
る

新
瀬

口
橋

で
は

橋
脚

基
礎

の
露

出
が

確
認

さ
れ

る
支

川
の

三
納

川
で

も
橋

脚
基

礎
の

露
出

や
根

固
め

ブ
ロ

ッ
ク

の
転

倒
が

確
認

さ
れ

る

河
道

の
状
況
写

真

15
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河
道

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

令
和

2年
：

2
02
0

平
成

1
7年

：
20
0
5

平
成

7年
：

1
99
5

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和

4
6年

：
19
7
1

昭
和
4
1年

：
19
6
6

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

3
7年

：
19
6
2

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
導

流
堤

が
完

成
す

る
前

（
昭

和
４

６
年

）
ま

で
は

砂
州

形
状

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
導

流
堤

が
現

在
の

形
状

に
な

っ
た

平
成

２
年

以
降

は
、

砂
州

の
位

置
や

形
状

は
概

ね
安

定
し

て
い

る
。

導
流

堤
(
1
96
7年

完
成
)

右
岸

砂
州

が
発

達

河
道

側
へ

後
退

出
水

に
よ

る
流

出
航

空
写

真
の

出
典

：
国

土
地
理

院

導
流
堤
整
備
中

導
流

堤
整
備
中

導
流

堤
完
成

導
流

堤
完
成

導
流

堤
整
備
中

導
流

堤
整
備
中

導
流

堤
完
成

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

河
口

砂
州
の
規

模
や
位
置
の
変
遷

16
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海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
一

ツ
瀬

川
河

口
部

左
岸

の
導

流
堤

は
昭

和
３

８
～

５
６

年
に

整
備

さ
れ

た
。

整
備

以
降

（
昭

和
５

８
年

）
の

航
空

写
真

を
確

認
す

る
と

、
左

岸
側

の
海

岸
地

形
は

昭
和

２
２

年
時

と
比

べ
汀

線
の

前
進

が
確

認
さ

れ
る

。
右

岸
側

の
海

岸
地

形
に

つ
い

て
は

、
特

に
平

成
１

７
年

以
降

の
航

空
写

真
に

お
い

て
汀

線
の

後
退

が
確

認
さ

れ
る

。

昭
和

2
2年

の
汀

線
航

空
写

真
の

出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

1
7年

：
20
0
5

令
和

2年
：

2
02
0

導
流

堤
完

成

導
流

堤
完

成

汀
線

の
経
年
変

化
17
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

西
米
良

（
気

）

西
都

（
気

）

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

4
5
0

5
0
0

S51

S52

S53

S54

S55

S56

S57

S58

S59

S60

S61

S62

S63

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R1

R2

R3

年最⼤⽇⾬量[mm]

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

4
5
0

5
0
0

S51

S52

S53

S54

S55

S56

S57

S58

S59

S60

S61

S62

S63

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R1

R2

R3

年最⼤⽇⾬量[mm]

雨
量

観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

S
5
7
.
8

S
5
7
.
8

H
9
.
9

H
9
.
9

H
1
7
.
9

H
1
7
.
9

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
内

に
位

置
す

る
西

米
良

雨
量

観
測

所
、

西
都

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
昭

和
５

１
年

以
降

の
年

最
大

日
雨

量
を

確
認

し
た

。
こ

れ
に

よ
る

と
、

１
０

０
ｍ

ｍ
を

回
る

年
も

見
ら

れ
る

が
、

上
流

に
位

置
す

る
に

西
米

良
雨

量
観

測
所

で
は

１
０

０
ｍ

ｍ
～

３
５

０
ｍ

ｍ
、

下
流

に
位

置
す

る
西

都
雨

量
観

測
所

で
は

１
０

０
m

m
～

約
３

０
０

ｍ
ｍ

の
範

囲
に

あ
る

。

年
最

大
日

雨
量
の

出
典

：
気
象

庁
（
西

米
良

雨
量

観
測

所
、

西
都
雨

量
観
測

所
）

※
河
川
整
備
計
画
本
文

の
「
治
水
の
沿
革
」
に
示
さ
れ
る
出
水
に

該
当
す
る
出
水
は
日
付
を
付
与
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流
域

波
浪

状
況

の
把

握

近
傍

の
波

高
や

波
向

、
流

向
や

流
速

よ
り

、
沿

岸
流

に
つ

い
て

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
や

や
沖

合
い

の
ネ

ダ
ノ

瀬
で

は
、

東
、

東
南

東
方

向
か

ら
波

向
が

多
い

が
、

沿
岸

で
は

南
北

方
向

の
往

復
流

が
多

い
沿

岸
の

流
速

は
、

南
方

向
が

大
き

い

大
淀

川

一
ツ

瀬
川

小
丸

川

流
向

流
速

頻
度

図
（
H

2
3
年

度
調

査
）

ネ
ダ

ノ
瀬

波
高

・
波

向
頻

度
図

（
H

2
2
.2

.3
～

H
2
4
.5

.2
5
）

流
向

流
速

頻
度
図

の
出

典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て

波
高

・
波

向
頻
度

図
の

出
典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て

19
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流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
一

ツ
瀬

川
の

最
上

流
域

で
は

、
昭

和
５

０
年

代
に

荒
地

が
目

立
つ

が
、

令
和

年
代

で
は

森
林

に
変

化
し

て
い

る
（
荒

地
が

減
少

し
て

い
る

）
一

方
、

一
ツ

瀬
ダ

ム
周

辺
域

で
は

荒
地

の
増

加
が

確
認

さ
れ

る

令
和

3年
：

2
02
1

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

土
地

利
用
別
の

面
積
率

上
流

域
で

は
荒
地

が
減

少

一
ツ

瀬
ダ

ム
周
辺

で
は

荒
地

が
増

加

20
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流
域

各
領

域
の

粒
径

集
団

の
把

握

河
床

材
料

調
査

結
果

を
用

い
、

各
領

域
の

構
成

材
料

よ
り

５
つ

の
粒

径
集

団
に

区
分

し
た

上
で

、
流

砂
系

全
体

の
特

徴
を

整
理

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
山

地
領

域
（
土

砂
生

産
域

）
は

中
礫

、
粗

礫
（
4
.7

5
～

7
5
㎜

）
の

割
合

が
多

く
、

ダ
ム

領
域

は
上

流
に

位
置

す
る

一
ツ

瀬
、

長
谷

、
立

花
ダ

ム
で

は
粘

土
・
シ

ル
ト

（
0.

0
7
5㎜

以
下

）
が

多
く
、

下
流

に
位

置
す

る
杉

安
、

寒
川

ダ
ム

で
は

0
.0

7
5～

7
5
㎜

ま
で

の
砂

や
礫

の
割

合
が

多
い

。
河

道
領

域
は

、
全

体
的

に
中

礫
、

粗
礫

（
4
.7

5
㎜

～
75

㎜
）

の
割

合
が

多
い

が
、

一
ツ

瀬
川

の
河

口
部

で
は

細
砂

、
中

砂
（
0
.0

7
5
㎜

～
0
.8

5
㎜

）
の

割
合

が
多

く
、

海
岸

領
域

で
は

細
砂

、
中

砂
（
0
.0

7
5㎜

～
0
.8

5㎜
）
が

ほ
と

ん
ど

の
割

合
を

占
め

る
。

⼩
丸
川
河
⼝⼀

ツ
瀬
川
河
⼝

各
領

域
の
河
床

材
料
の
存
在
状
況

（
粒
径
集

団
別
）
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【
山
地
(砂

防
)
領
域
】

•
土
地
利
用
デ
ー

タ
よ
り
昭
和

51
年
時
は
最

上
流
域
で

荒
地
が
多
か

っ
た

が
、
令
和
年
代

は
森
林
に
遷
移
し

て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た

。
一
方

で
、
一
ツ
瀬
ダ

ム
周
辺
で
は
、
荒

地
の
増
加

が
確
認
さ
れ
た
。

⇒
一
ツ
瀬
ダ
ム

の
堆
砂
速
度
は
平

成
1
7年

以
降
緩
や
か
で
あ
る

た
め
、
近

年
は
土
砂
供
給

量
が
減
少
し
て
い

る
と
考
え

ら
れ
る
。

【
ダ
ム
領
域
】

•
昭
和
3
8年

に
4つ

の
ダ

ム
が
完
成
し

た
。
な
お

、
各
ダ
ム
で
堆
砂

が
進

行
し
て
い
る
。

特
に
一
ツ
瀬
ダ
ム

は
流
域
が

4
45
.9
K
m2
と
流
域

面
積
の

約
52
％
を
占
め

て
お
り
堆
砂
量
も

多
い
。

•
一
ツ
瀬
ダ
ム
流

域
の
地
質
は
頁
岩

が
主
体
で

濁
水
長
期
化
の
要

因
と

な
っ
て
い
る
（

一
ツ
瀬
ダ
ム
で
は

H
22
、

杉
安
ダ
ム

で
は
H
29
に
放
流
設

備
を
改
造
）
。

•
そ
の
他
ダ
ム
流

域
の
地
質
は
砂
岩

・
泥
岩
が

主
体
で
あ
る
。

⇒
5ダ

ム
の

流
域
面
積

は
全
体
の
約

6
4％

を
占

め
て
い
る
こ
と
、

ダ
ム
貯
水

内
で
は
堆
砂
が

進
行
し
て
い
る
こ

と
よ
り
、

下
流
へ
の
土
砂
供

給
量
は
減

少
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

【
河
道
領
域
】

•
一
ツ
瀬
川
本
川

に
お
け
る
航
空
写

真
の
比
較

よ
り
昭
和

50
年
ま

で
は
、

多
く
の
砂
州
が

裸
地
状
態
で
あ
っ

た
が
、
昭

和
6
1年

に
植
生
が

確
認
さ

れ
、
平
成
以
降

は
植
生
域
の
拡
大

、
樹
林
化

が
確
認
さ
れ
る
砂

州
が
増

加
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た

。
•

局
所
的
な
洗
堀

に
よ
り
、
橋
脚
基

礎
の
露
出

が
確
認
さ
れ
た
。

⇒
上
流
域
か
ら

の
土
砂
供
給
量
の

減
少
に
よ

る
河
床
低
下
に
よ

り
、
砂
州

で
は
冠
水
頻
度

が
減
少
し
た
こ
と

で
植
生
域

が
拡
大
し
た
と
考

え
ら
れ
る

。
ま
た
、
局
所
的

な
洗
堀
が
生
じ
た

と
考
え
ら

れ
る
。

【
海
岸
領
域
】

•
沿
岸
流
は
北
か

ら
南
に
向
か
っ
た

流
れ
が
卓

越
し
て
い
る
。

•
導
流
堤
整
備
以

降
（
S
5
6以

降
）
の

航
空
写
真

に
よ
る
と
、
左
岸

側
（
北
側
）
の
海

岸
で
は
汀
線
が
前

進
し
、
右

岸
側
（
南
側
）
で

は
後
退

が
確
認
さ
れ
た

。
⇒
導
流
堤
整
備

に
よ
り
北
側
か
ら

の
標
砂
が

遮
断
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

こ
と
も
汀
線
後

退
の
一
因
の
一
つ

と
考
え
ら

れ
る
。

⇒
砂
州
の
樹
林

化
に
よ
り
土
砂
が

流
れ
に
く

い
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
海

岸
へ
の
土
砂
流

出
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

一
ツ

瀬
川

流
砂

系
で

は
、

ダ
ム

領
域

で
の

堆
砂

進
行

、
河

道
領

域
で

の
樹

林
化

や
局

所
洗

堀
、

海
岸

領
域

で
の

汀
線

後
退

が
確

認
さ

れ
た

。

汀
線

後
退

（
右

岸
側

で
顕

著
）

【
海

岸
領

域
】

砂
州

の
樹

林
化

（
S
6
1
以

降
）

【
河

道
領

域
】

【
山

地
(
砂

防
)
領

域
】

最
上

流
域

：
荒

地
の

減
少

そ
の

他
流

域
：

新
た

な
荒
地

の
出

現

ダ
ム

堆
砂

の
進

行
(
一

ツ
瀬

ダ
ム

の
堆

砂
量

が
多

い
)

【
ダ

ム
領

域
】

ダ
ム

整
備

(
S
3
8
～

S
5
6
)

砂
防

堰
堤

整
備
、

治
山

事
業

（
S
1
7
～

現
在

)

青
：

土
砂

動
態

を
変

化
さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象 土

砂
管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

導
流

堤
整

備
(
S
3
8
～

S
5
6
)
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象
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レ
ベ

ル
 

の
検

討
事

例

24

27



検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。

使
用

資
料
の
一

覧

25

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果
有

（
H

8
～

R
3
を

使
用

し
検

討
）

管
理

者

人
為

的
土

砂
移

動
量

-
-

粒
径

別
の

土
砂

収
支

把
握

ダ
ム

湖
内

の
河

床
材

料
調

査
結

果
有

（
H

1
7
、

1
8
）

管
理

者

横
断

測
量

成
果

有
（
最

新
：
R
3
、

一
世

代
前

：
H

1
9
～

H
2
3
）

管
理

者

人
為

的
土

砂
移

動
量

有
（
上

記
2
時

期
間

に
実

施
し

た
河

道
掘

削
量

）
管

理
者

堰
堆

砂
測

量
成

果
無

-

粒
径

別
の

土
砂

収
支

把
握

河
道

内
の

河
床

材
料

調
査

結
果

有
（
R

4
）

管
理

者

深
浅

測
量

資
料

-
-

人
為

的
土

砂
移

動
量

-
-

河
口

部
の

測
量

成
果

有
（
最

新
：
R
3
、

一
世

代
前

：
H

1
9
～

H
2
3
）

管
理

者

漁
港

堆
砂

測
量

成
果

-
-

海
岸

領
域

内
（
区

間
毎

）
の

年
平

均
土

砂
変

動
量

海
岸

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容

ダ
ム

ダ
ム

地
点

の
流

入
土

砂
量

（
土

砂
流

出
特

性
や

地
質

と
の

関
係

把
握

）

当
該

流
砂

系
に

お
け

る
資

料
（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

河
道

領
域

内
（
区

間
毎

）
の

年
平

均
土

砂
変

動
量

河
道

28



既
存

の
調

査
・
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

収
支

の
把

握
方

法

26

○
レ

ベ
ル

 
で

は
、

既
に

行
わ

れ
て

い
る

測
量

等
の

調
査

・
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
土

砂
収

支
（
定

量
的

な
土

砂
変

化
量

）
を

整
理

し
、

レ
ベ

ル
 

で
明

ら
か

に
な

っ
た

土
砂

問
題

の
原

因
を

分
析

す
る

こ
と

が
目

的
で

あ
る

。
○

土
砂

収
支

の
把

握
に

あ
た

っ
て

は
、

一
ツ

瀬
川

の
流

砂
系

に
つ

い
て

地
形

・
地

質
よ

り
、

山
地

領
域

（
土

砂
生

産
域

）
、

ダ
ム

領
域

（
土

砂
流

出
域

）
、

河
道

領
域

（
土

砂
流

出
域

）
、

海
岸

領
域

の
４

つ
に

領
域

区
分

し
た

上
で

把
握

す
る

こ
と

と
し

た
。

特
徴

等
範

囲
区 分

•
中

世
代

・
古

第
三

紀
の

四
万

十
層

か
ら

な
る

砂
岩

・
頁

岩
な

ど
が

分
布

し
、

侵
食

の
進

ん
だ

険
し

い
谷

を
形

成

一
ツ

瀬
ダ

ム
上

流
域

立
花

ダ
ム

上
流

域
長

谷
ダ

ム
上

流
域

山 地 領 域

•
上

流
か

ら
の

土
砂

が
堆

積
す

る
区

間
•

湛
水

域
も

含
む

杉
安

ダ
ム

～
一

ツ
瀬

ダ
ム

一
ツ

瀬
川

ダ ム 領 域
寒

川
ダ

ム
～

立
花

ダ
ム

三
財

川

長
谷

ダ
ム

三
納

川
•

ダ
ム

下
流

及
び

県
管

理
区

間
を

河
川

領
域

と
し

て
設

定
•

土
砂

生
産

域
・
ダ

ム
領

域
と

同
様

の
地

形
・
地

質
の

特
徴

を
有

す
る

残
流

域
①

～
④

は
、

土
砂

収
支

に
お

い
て

流
出

土
砂

を
見

込
む

三
財

川
合

流
点

～
杉

安
ダ

ム
一

ツ
瀬

川
上

流
河 道 領 域

河
口

～
三

財
川

合
流

点
一

ツ
瀬

川
下

流

一
ツ

瀬
川

合
流

点
～

寒
川

ダ
ム

三
財

川

三
財

川
合

流
点

～
長

谷
ダ

ム
三

納
川

三
納

川
合

流
点

～
県

管
理

区
間

上
流

端
南

川

•
漂

砂
の

下
手

方
向

に
は

、
海

岸
侵

食
が

著
し

い
宮

崎
海

岸
が

位
置

す
る

宮
崎

県
中

部
流

砂
系

の
う

ち
、

一
ツ

瀬
川

か
ら

の
土

砂
供

給
に

よ
る

影
響

を
受

け
る

領
域

海 岸 領 域

一
ツ

瀬
川
流
砂

系
の
範
囲
と
領
域

区
分

一
ツ

瀬
川
流
砂

系
の
範
囲
と
領
域

区
分

椎
葉

板
⾕

川
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既
存

の
調

査
・
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

収
支

の
把

握
方

法

各
領

域
の

土
砂

収
支

は
以

下
に

示
す

手
法

で
算

定
し

た
。

ま
た

、
土

砂
収

支
の

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
粒

径
別

に
算

定
す

る
こ

と
と

し
た

。

27

山
地

（
砂

防
）
領

域
の

土
砂

量
（
ダ

ム
へ

の
流

入
土

砂
量

）
山

地
（
砂

防
）
か

ら
の

流
出

土
砂

量
＝

各
ダ

ム
の

堆
砂

量
＋

各
ダ

ム
か

ら
の

流
出

土
砂

量

※
一

ツ
瀬

川
で

は
一

ツ
瀬

ダ
ム

、
三

財
川

で
は

立
花

ダ
ム

、
三

納
川

で
は

長
谷

ダ
ム

の
堆

砂
量

と
流

出
土

砂
量

よ
り

算
定

※
上

式
で

求
め

た
解

（
山

地
（
砂

防
）
領

域
か

ら
の

流
出

土
砂

量
）
は

、
ダ

ム
へ

の
流

入
土

砂
量

と
な

る

各
ダ

ム
の

堆
砂

量
各

ダ
ム

の
堆

砂
量

＝
各

ダ
ム

の
年

平
均

堆
砂

量

各
ダ

ム
の

流
出

土
砂

量
•

上
流

端
に

位
置

す
る

一
ツ

瀬
ダ

ム
、

立
花

ダ
ム

、
長

谷
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
「
B

ru
n
e
曲

線
」
よ

り
捕

捉
率

（
平

均
値

）を
推

定
し

、
「
（
堆

砂
量

／
捕

捉
率

）－
堆

積
量

」
よ

り
求

め
る

こ
と

と
し

た
。

•
上

流
に

ダ
ム

を
有

す
る

杉
安

ダ
ム

と
寒

川
ダ

ム
は

、
「
流

入
土

砂
量

－
堆

砂
量

」
よ

り
求

め
る

こ
と

と
し

た
。

ダ
ム

領
域

の
土

砂
収

支

河
道

領
域

の
土

砂
収

支

河
道

へ
の

流
入

土
砂

量
河

道
へ

の
流

入
土

砂
量

＝
上

流
ダ

ム
か

ら
の

流
出

土
砂

量
＋

残
流

域
か

ら
の

流
出

土
砂

量

※
「
残

流
域

か
ら

の
流

出
土

砂
量

」
は

、
地

質
が

類
似

す
る

近
傍

ダ
ム

の
流

入
土

砂
量

に
流

域
面

積
比

を
乗

じ
算

定

河
道

か
ら

の
流

出
土

砂
量

＝
河

道
へ

の
流

入
土

砂
量

＋
河

道
内

の
洗

堀
又

は
堆

積
量

河
道

内
の

洗
堀

又
は

堆
積

量ダ
ム

か
ら

の
流

出
土

砂
量

＝
ダ

ム
へ

の
流

入
土

砂
量

－
堆

砂
量

•
以

下
の

手
順

で
算

定
①

：
最

新
の

横
断

測
量

成
果

と
一

世
代

前
の

横
断

測
量

成
果

を
用

い
、

其
々

の
H

W
L
以

下
の

河
道

容
積

を
算

定
②

：
①

で
算

定
し

た
河

道
容

積
の

差
を

算
定

③
：
横

断
測

量
実

施
時

期
の

間
に

行
わ

れ
た

人
為

的
な

持
ち

出
し

量
（
掘

削
量

な
ど

）
を

②
で

算
定

し
た

結
果

に
加

え
る

海
岸

領
域

の
土

砂
収

支
海

岸
へ

の
流

入
土

砂
量

＝
河

道
か

ら
の

流
出

土
砂

量

流
出

す
る

粒
径

•
流

出
す

る
土

砂
の

粒
径

は
、

各
ダ

ム
の

構
造

や
堆

砂
状

況
よ

り
、

杉
安

ダ
ム

は
中

砂
ま

で
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅱ

）
が

下
流

に
流

下
す

る
も

の
と

し
、

残
り

の
４

ダ
ム

は
シ

ル
ト

・
粘

土
の

み
（粒

径
集

団
Ⅰ

）
が

流
出

す
る

と
仮

定
し

た
。

流
出

す
る

粒
径

•
流

出
す

る
土

砂
の

粒
径

は
、

区
間

毎
の

粒
度

構
成

比
を

踏
ま

え
、

以
下

よ
う

に
仮

定
し

た
。

一
ツ

瀬
川

（
三

財
川

合
流

点
よ

り
上

流
区

間
）
及

び
そ

の
他

支
川

：
粗

礫
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅳ

）
ま

で
が

流
出

一
ツ

瀬
川

（
河

口
～

三
財

川
合

流
点

）
：
細

礫
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅲ

）
ま

で
が

流
出
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山
地

及
び

ダ
ム

領
域

の
土

砂
収

支
の

算
定

例

以
下

に
一

ツ
瀬

ダ
ム

の
土

砂
収

支
算

定
例

を
示

す
が

、
ダ

ム
に

は
年

間
４

８
５

．
２

千
ｍ

３
の

土
砂

流
入

が
あ

り
、

粒
径

集
団

Ⅰ
（
粘

土
・
シ

ル
ト

）
が

年
間

２
６

．
２

千
ｍ

３

流
出

し
て

い
る

と
の

結
果

を
得

た
。
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山
地

（
砂

防
）
領

域
の

土
砂

量
（
ダ

ム
へ

の
流

入
土

砂
量

）
山

地
（
砂

防
）
か

ら
の

流
出

土
砂

量
＝

各
ダ

ム
の

堆
砂

量
＋

各
ダ

ム
か

ら
の

流
出

土
砂

量

※
一

ツ
瀬

川
で

は
一

ツ
瀬

ダ
ム

、
三

財
川

で
は

立
花

ダ
ム

、
三

納
川

で
は

長
谷

ダ
ム

の
堆

砂
量

と
流

出
土

砂
量

よ
り

算
定

※
上

式
で

求
め

た
解

（
山

地
（
砂

防
）
領

域
か

ら
の

流
出

土
砂

量
）
は

、
ダ

ム
へ

の
流

入
土

砂
量

と
な

る

各
ダ

ム
の

堆
砂

量
各

ダ
ム

の
堆

砂
量

＝
各

ダ
ム

の
年

平
均

堆
砂

量

各
ダ

ム
の

流
出

土
砂

量
•

上
流

端
に

位
置

す
る

一
ツ

瀬
ダ

ム
、

立
花

ダ
ム

、
長

谷
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
「
B

ru
n
e
曲

線
」
よ

り
捕

捉
率

（
平

均
値

）を
推

定
し

、
「

（
堆

砂
量

／
捕

捉
率

）
－

堆
積

量
」

よ
り

求
め

る
こ

と
と

し
た

。
•

上
流

に
ダ

ム
を

有
す

る
杉

安
ダ

ム
と

寒
川

ダ
ム

は
、

「
流

入
土

砂
量

－
堆

砂
量

」
よ

り
求

め
る

こ
と

と
し

た
。
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水
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／
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年

総
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／
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上
限

下
限

平
均

※
水

理
公

式
集

(昭
和

6
0
年

版
)の

グ
ラ

フ
読

み
と

り
に

よ
り

E
xc

el
で

作
成

B
ru

n
e
曲

線
に

よ
る

細
粒

土
砂

の
捕

捉
率

一
ツ

瀬
ダ
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杉

安
ダ

ム

（
参
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立
花

ダ
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寒
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ダ
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（
参

考
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長
谷

ダ
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備
　

考

C
　

貯
水

容
量

（
百

万
m

3 ）
1
9
6
.1

5
.7

2
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0
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0
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平

均
年

総
流

入
量

(百
万

m
3
)

1
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1
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1
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Ｃ
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Ｉ
0
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7

0
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0
3
7

0
.0

1
4
5

0
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0
2
6

0
.0

2
3
2

上
限

9
3
.7

3
4
.4

6
5
.2

2
5
.8

7
4
.9

平
均

8
8
.3

1
8
.9

5
2
.2

9
.3

6
3
.3

下
限

8
2
.7

2
.8

3
8
.3

-
5
0
.1

回 転 率 捕 捉 率

平
均

年
総

流
入

量
は

、
時

間
デ

ー
タ

を

連
続

的
に

収
集

し
た

2
0
1
1
（
H

2
3
)～

2
0
2
1
（
R

3
）
ま

で
の

デ
ー

タ
を

使
用

各
ダ

ム
の

貯
水

容
量

、
平

均
年

総
流

入
量

、
捕

捉
率

※
一

ツ
瀬

ダ
ム

、
杉

安
ダ

ム
、

立
花

ダ
ム

の
貯

水
容

量
は

、
予

備
放

流
水

位
以

下
の

容
量

‐
最

新
の

堆
積

土
砂

量
に

て
算

定
※

寒
川

ダ
ム

、
長

谷
ダ

ム
の

貯
水

容
量

は
常

時
満

水
位

以
下

の
容

量
‐
最

新
の

堆
積

土
砂

量
に

て
算

定
※

平
均

年
総

流
入

量
は

、
時

間
デ

ー
タ

を
連

続
的

に
収

集
し

た
平

成
2
3
年

～
令

和
3
年

の
総

流
入

量
の

平
均

値
を

使
用

ダ
ム

領
域

の
土

砂
収

支
ダ

ム
か

ら
の

流
出

土
砂

量
＝

ダ
ム

へ
の

流
入

土
砂

量
－

堆
砂

量

流
出

す
る

粒
径

•
流

出
す

る
土

砂
の

粒
径

は
、

各
ダ

ム
の

構
造

や
堆

砂
状

況
よ

り
、

杉
安

ダ
ム

は
中

砂
ま

で
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅱ

）
が

下
流

に
流

下
す

る
も

の
と

し
、

残
り

の
４

ダ
ム

は
シ

ル
ト

・粘
土

の
み

（粒
径

集
団

Ⅰ
）が

流
出

す
る

と
仮

定
し

た
。

※
粒

径
集

団
割

合
は

H
1
8
調

査
結

果
の

加
重

平
均

※
年

平
均

堆
砂

量
は

、
堆

砂
量

、
堆

砂
形

状
に

関
す

る
デ

ー
タ

が
連

続
的

に
存

在
す

る
平

成
8
年

~令
和

3
年

の
デ

ー
タ

を
使

用
し

整
理

※
粒

径
集

団
Ⅰ

が
流

下
す

る
と

想
定

し
、

流
下

土
砂

量
＋

平
均

年
堆

砂
量

に
て

流
入

土
砂

量
を

算
定

一
ツ

瀬
ダ

ム
で

の
土

砂
収

支
算

定
例

土
砂

生
産

域

①
（
②

＋
③

）

流
入

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

割
合

(％
)

②
年

平
均

堆
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
22

3
.8

37
.5

%
19

7.
6

26
.2

粒
径

集
団

Ⅱ
17

6
.4

38
.1

%
17

6.
4

0
.0

粒
径

集
団

Ⅲ
39

.5
11

.1
%

3
9.

5
0
.0

粒
径

集
団

Ⅳ
45

.5
13

.3
%

4
5.

5
0
.0

粒
径

集
団

Ⅴ
0
.0

0.
0
%

0.
0

0
.0

合
計

48
5
.2

1
00

.0
%

45
9.

0
26

.2

区
分

ダ
ム

（
正

は
堆

積
、

負
は

流
下

）
③

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）
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河
道

領
域

の
土

砂
収

支
の

算
定

例

以
下

に
一

ツ
瀬

川
（
三

財
川

合
流

点
よ

り
上

流
区

間
）
の

土
砂

収
支

算
定

例
を

示
す

が
、

年
間

８
４

．
４

千
ｍ

３
の

土
砂

流
入

が
あ

り
、

年
間

１
２

９
．

１
千

ｍ
３
流

出
し

て
い

る
と

の
結

果
を

得
た

。

29

河
道

領
域

の
土

砂
収

支

河
道

へ
の

流
入

土
砂

量
河

道
へ

の
流

入
土

砂
量

＝
上

流
ダ

ム
か

ら
の

流
出

土
砂

量
＋

残
流

域
か

ら
の

流
出

土
砂

量

※
「
残

流
域

か
ら

の
流

出
土

砂
量

」
は

、
地

質
が

類
似

す
る

近
傍

ダ
ム

の
流

入
土

砂
量

に
流

域
面

積
比

を
乗

じ
算

定

河
道

か
ら

の
流

出
土

砂
量

＝
河

道
へ

の
流

入
土

砂
量

＋
河

道
内

の
洗

堀
又

は
堆

積
量

河
道

内
の

洗
堀

又
は

堆
積

量
•

以
下

の
手

順
で

算
定

①
：
最

新
の

横
断

測
量

成
果

と
一

世
代

前
の

横
断

測
量

成
果

を
用

い
、

其
々

の
H

W
L
以

下
の

河
道

容
積

を
算

定
②

：
①

で
算

定
し

た
河

道
容

積
の

差
を

算
定

③
：
横

断
測

量
実

施
時

期
の

間
に

行
わ

れ
た

人
為

的
な

持
ち

出
し

量
（
掘

削
量

な
ど

）
を

②
で

算
定

し
た

結
果

に
加

え
る

流
出

す
る

粒
径

•
流

出
す

る
土

砂
の

粒
径

は
、

区
間

毎
の

粒
度

構
成

比
を

踏
ま

え
、

以
下

よ
う

に
仮

定
し

た
。

一
ツ

瀬
川

（
三

財
川

合
流

点
よ

り
上

流
区

間
）
及

び
そ

の
他

支
川

：
粗

礫
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅳ

）
ま

で
が

流
出

一
ツ

瀬
川

（
河

口
～

三
財

川
合

流
点

）
：
細

礫
（
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅲ

）
ま

で
が

流
出

一
ツ

瀬
ダ

ム
杉

安
ダ

ム ※
粒

径
集

団
割

合
は

長
谷

ダ
ム

の
流

入
土

砂
量

比
率

と
同

様
と

仮
定

※
長

谷
ダ

ム
の

流
入

土
砂

量
に

流
域

面
積

比
を

乗
じ

算
定

残
流

域

※
粒

径
集

団
割

合
は

H
1
7
調

査
結

果
の

加
重

平
均

※
平

均
年

堆
砂

量
は

、
流

下
土

砂
量

の
粒

径
集

団
Ⅰ

・
Ⅱ

以
外

が
0

と
な

る
よ

う
調

整
後

、
残

り
分

を
粒

径
集

団
Ⅰ

・
Ⅱ

に
配

分

残
流

域

※
粒

径
集

団
割

合
は

長
谷

ダ
ム

の
流

入
土

砂
量

比
率

と
同

様
と

仮
定

※
長

谷
ダ

ム
の

流
入

土
砂

量
に

流
域

面
積

比
を

乗
じ

算
定

一
ツ

瀬
川

（
三

財
川

合
流

点
よ

り
上

流
区

間
）

※
土

砂
移

動
量

は
粒

径
集

団
Ⅰ

～
Ⅳ

の
割

合
比

率
よ

り
算

定
※

河
道

容
積

の
変

動
量

：
-
7
0
,6

5
0
m

3
/
年

、
※

人
為

的
な

持
ち

出
し

量
：
2
6
,0

0
0
m

3
/
年

※
年

間
変

動
量

：
-
4
4
,6

5
0
m

3
/
年

（
-
7
0
,6

5
0
＋

2
6
,0

0
0
）

一
ツ

瀬
川

（
三

財
川

合
流

点
よ

り
上

流
区

間
）

の
土

砂
収

支
算

定
例

土
砂

生
産

域

①
（
②

＋
③

）

流
入

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

割
合

(％
)

②
年

平
均

堆
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
22

3.
8

3
7.

5%
19

7.
6

26
.2

粒
径

集
団

Ⅱ
17

6.
4

3
8.

1%
17

6.
4

0
.0

粒
径

集
団

Ⅲ
3
9.

5
1
1.

1%
3
9.

5
0
.0

粒
径

集
団

Ⅳ
4
5.

5
1
3.

3%
4
5.

5
0
.0

粒
径

集
団

Ⅴ
0.

0
0.

0%
0.

0
0
.0

合
計

48
5.

2
10

0.
0%

45
9.

0
26

.2

区
分

ダ
ム

（
正

は
堆

積
、

負
は

流
下

）
③

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

割
合

(％
)

②
年

平
均

堆
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
58

.9
1
4.

5
%

2.
3

56
.7

粒
径

集
団

Ⅱ
4
.6

2
3.

4
%

3.
7

0
.9

粒
径

集
団

Ⅲ
9
.9

1
3.

4
%

9.
9

0
.0

粒
径

集
団

Ⅳ
5
.6

4
8.

8
%

5.
6

0
.0

粒
径

集
団

Ⅴ
0
.0

0.
0
%

0.
0

0
.0

合
計

79
.0

10
0
.0

%
21

.5
57

.5

区
分

①

流
入

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

ダ
ム

（
正

は
堆

積
、

負
は

流
下

）
③

（
①

-
②

）

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

割
合

(％
)

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
62

.0
%

32
.8

粒
径

集
団

Ⅱ
8.

6%
4
.6

粒
径

集
団

Ⅲ
18

.8
%

9
.9

粒
径

集
団

Ⅳ
10

.6
%

5
.6

粒
径

集
団

Ⅴ
0.

0%
0
.0

合
計

1
00

.0
%

52
.8

区
分

残
流

域

粒
径

集
団

割
合

(％
)

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
62

.0
%

16
.7

粒
径

集
団

Ⅱ
8.

6%
2
.3

粒
径

集
団

Ⅲ
18

.8
%

5
.0

粒
径

集
団

Ⅳ
10

.6
%

2
.9

粒
径

集
団

Ⅴ
0.

0%
0
.0

合
計

1
00

.0
%

26
.9

区
分

残
流

域

粒
径

集
団

割
合

(％
)

②

土
砂

移
動

量

（
千

m
 /

年
）

粒
径

集
団

Ⅰ
7
3.

3
4.

7%
-
2.

4
75

.7

粒
径

集
団

Ⅱ
3.

2
9.

5%
-
4.

9
8
.0

粒
径

集
団

Ⅲ
5.

0
11

.1
%

-
5.

7
10

.7

粒
径

集
団

Ⅳ
2.

9
61

.9
%

-3
1.

7
34

.6

粒
径

集
団

Ⅴ
0.

0
12

.9
%

0.
0

0
.0

合
計

8
4.

4
1
00

.0
%

-4
4.

7
1
29

.1

①

流
入

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

河
川

（
正

は
堆

積
、

負
は

流
下

）
③

（
①

-
②

）

流
下

土
砂

量

（
千

m
 /

年
）

区
分
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既
存

の
調

査
・
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

収
支

（
単

位
：
万

 
/
年

）
：
　

通
過

土
砂

量
表

示
地

点
：
　

区
間

毎
の

土
砂

収
支

（
＋

：
堆

積
、

－
：
侵

食
量

）
：
　

残
流

域
土

砂
量

表
示

地
点

集
団

Ⅰ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅰ
（
～

0
.0

7
5
m

m
以

下
）
【
シ

ル
ト

・
粘

土
】

集
団

Ⅱ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅱ
（
0
.0

7
5
m

m
～

0
.8

5
m

m
）
【
細

砂
・
中

砂
】

集
団

Ⅲ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅲ
（
0
.8

5
m

m
～

4
.7

5
m

m
）
【
粗

砂
・
細

礫
】

集
団

Ⅳ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅳ
（
4
.7

5
m

m
～

7
5
m

m
）
【
中

礫
・
粗

礫
】

集
団

Ⅴ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅴ
（
7
5
m

m
～

）
【
粗

石
・
巨

石
】

総
量

：
　

集
団

Ⅰ
～

集
団

Ⅴ
の

合
計

【
シ

ル
ト
・
粘

土
、

砂
、

礫
、

石
】

海
岸

寒
川

ダ
ム

0
.1

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

0
.2

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
.0

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

立
花

ダ
ム

残
流

域

[6
.2
km

²]

0
.4

総
量

0
.0

集
団

Ⅴ

0
.0

0
.1

0
.0

集
団

Ⅵ

集
団

Ⅲ

集
団

Ⅱ

0
.3

集
団

Ⅰ

杉
安

ダ
ム

0
.2

0
.4

1
.0

0
.6

0
.0

2
.1

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

5
.7

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

5
.8

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

一
ツ

瀬
ダ

ム

1
9
.8

1
7
.6

3
.9

4
.5

0
.0

4
5
.9

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
.6

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
2
.4

1
7
.6

3
.9

4
.5

0
.0

4
8
.5

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

一
ツ

瀬
ダ

ム
土

砂
生

産
域

[4
17
.2
km

²]

3
.8

0
.1

0
.1

0
.2

0
.0

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

4
.2

立
花

ダ
ム

土
砂

生
産

域

[4
1.
1
km

²]

2
.7

総
量

0
.0

集
団

Ⅴ

0
.3

0
.5

0
.2

集
団

Ⅵ

集
団

Ⅲ

集
団

Ⅱ

1
.7

集
団

Ⅰ

杉
安

ダ
ム

残
流

域

[3
6.
4k
m
²]

5
.3

総
量

0
.0

集
団

Ⅴ

0
.6

1
.0

0
.5

集
団

Ⅵ

集
団

Ⅲ

集
団

Ⅱ

3
.3

集
団

Ⅰ

一
ツ

瀬
ダ

ム
残

流
域

[7
1.
6
km

²]

長
谷

ダ
ム

0
.4

0
.1

0
.2

0
.1

0
.0

0
.7

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.2

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

0
.6

0
.1

0
.2

0
.1

0
.0

0
.9

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

長
谷

ダ
ム

土
砂

生
産

域

[1
2.
4
km

²]

2
.0

0
.1

0
.1

0
.2

0
.0

2
.4

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

1
.8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
.8

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量立
花

ダ
ム

一
ツ

瀬
川

下
流

域

0
.0

0
.4

0
.3

4
.0

0
.0

4
.8

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

1
4
.3

0
.8

1
.6

0
.0

0
.0

1
6
.7

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

寒
川

ダ
ム

残
流

域

[4
2.
5
km

²] 3
.2

総
量

0
.0

集
団

Ⅴ

0
.3

0
.6

0
.3

集
団

Ⅵ

集
団

Ⅲ

集
団

Ⅱ

2
.0

集
団

Ⅰ

1
.4

総
量

0
.0

集
団

Ⅴ

0
.1

0
.3

0
.1

集
団

Ⅵ

集
団

Ⅲ

集
団

Ⅱ

0
.9

集
団

Ⅰ

長
谷

ダ
ム

残
流

域

[1
9
.1
km

²]

-
0
.2

-
0
.5

-
0
.6

-
3
.2

0
.0

-
4
.5

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

7
.6

0
.8

1
.1

3
.5

0
.0

1
2
.9

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

一
ツ

瀬
川

上
流

域

三
財

川
下

流
域

-
1
.5

-
0
.1

-
0
.2

-
0
.1

0
.0

-
1
.9

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

6
.8

0
.4

0
.9

0
.5

0
.0

8
.6

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

0
.0

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

0
.1

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

1
.3

0
.2

0
.4

0
.1

0
.0

2
.0

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量南
川

-
0
.1

0
.0

-
0
.1

-
0
.2

0
.0

-
0
.3

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
.5

0
.3

0
.7

0
.4

0
.0

3
.9

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

三
納

川

1
.3

0
.2

0
.4

0
.2

0
.0

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
.1

南
川

残
流

域

[2
8.
8
km

²]

1
.1

0
.3

0
.6

0
.3

0
.0

2
.4

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

2
.8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
.8

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

三
財

川
上

流
域

一
ツ

瀬
川

河
口

域

-
1
.3

-
0
.1

-
0
.2

0
.0

0
.0

-
1
.6

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

1
5
.7

0
.9

1
.8

0
.0

0
.0

1
8
.3

集
団

Ⅰ
集

団
Ⅱ

集
団

Ⅲ
集

団
Ⅳ

集
団

Ⅴ
総

量

前
述

し
た

手
法

で
算

定
し

た
土

砂
収

支
図

を
以

下
に

示
す

。
ダ

ム
領

域
で

は
、

上
流

ダ
ム

（
一

ツ
瀬

、
立

花
、

長
谷

）
へ

は
合

計
５

３
．

６
万

ｍ
３
/
年

の
流

入
が

あ
る

の
に

対
し

、
河

川
へ

の
流

入
量

（
杉

安
、

寒
川

、
長

谷
ダ

ム
の

流
出

土
砂

量
）
は

年
間

８
．

０
万

ｍ
３
で

あ
る

。
こ

れ
も

あ
り

、
河

道
領

域
は

侵
食

傾
向

に
あ

り
、

海
岸

領
域

へ
は

年
間

１
８

．
３

万
ｍ

３
の

土
砂

供
給

が
あ

る
が

、
海

岸
領

域
の

主
な

構
成

材
料

で
あ

る
粒

径
集

団
Ⅱ

と
Ⅲ

に
着

目
す

る
と

、
供

給
量

は
年

間
２

．
７

万
ｍ

３
と

な
っ

て
い

る
。

30

（
単

位
：
万

 
/
年

）
：
　

通
過

土
砂

量
表

示
地

点
：
　

区
間

毎
の

土
砂

収
支

（
＋

：
堆

積
、

－
：
侵

食
量

）
：
　

残
流

域
土

砂
量

表
示

地
点

集
団

Ⅰ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅰ
（
～

0
.0

7
5
m

m
以

下
）
【
シ

ル
ト

・
粘

土
】

集
団

Ⅱ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅱ
（
0
.0

7
5
m

m
～

0
.8

5
m

m
）
【
細

砂
・
中

砂
】

集
団

Ⅲ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅲ
（
0
.8

5
m

m
～

4
.7

5
m

m
）
【
粗

砂
・
細

礫
】

集
団

Ⅳ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅳ
（
4
.7

5
m

m
～

7
5
m

m
）
【
中

礫
・
粗

礫
】

集
団

Ⅴ
：
　

有
効

粒
径

集
団

Ⅴ
（
7
5
m

m
～

）
【
粗

石
・
巨

石
】

総
量

：
　

集
団

Ⅰ
～

集
団

Ⅴ
の

合
計

【
シ

ル
ト

・
粘

土
、

砂
、

礫
、

石
】

既
存

の
調
査
・

観
測
デ
ー
タ
を
用

い
た

土
砂

収
支
図
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取
組
着
手
時
に
お
け
る
容
易
な
土
砂
管
理
に
か
か
わ
る

問
題
の
把
握
手
法
（
ve

r1
.0
）
レ
ベ
ル
 

の
検

討
事

例

～
名

貫
川

流
砂

系
～

35



検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。
な

お
、

一
部

管
理

者
所

有
の

資
料

を
用

い
て

い
る

が
、

多
く
は

公
表

資
料

を
用

い
た

検
討

が
可

能
で

あ
る

。

使
用

資
料
の
一

覧

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

R
2
）

国
土

地
理

院

砂
防

施
設

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

 
有

（
施

設
台

帳
、

位
置

図
）

管
理

者

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

分
布

図

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

航
空

写
真

 
有

（
S

2
2
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
5
8
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

局
所

洗
堀

・
河

床
低

下
現

地
写

真
有

（
R

5
.1

0
）

本
資

料
作

成
者

が
撮

影

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

航
空

写
真

 
有

（
S

2
2
、

S
4
0
、

S
5
1
、

S
5
8
、

H
2
、

H
1
3
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

汀
線

の
変

化
状

況
航

空
写

真
 

有
（
S

2
2
、

S
4
0
、

S
5
1
、

S
5
8
、

H
2
、

H
1
3
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

施
設

の
整

備
状

況
施

設
台

帳

豪
雨

・
出

水
状

況
雨

量
デ

ー
タ

有
（
H

2
2
～

R
4
）

気
象

庁
（
都

農
雨

量
観

測
所

）

波
浪

状
況

波
浪

デ
ー

タ
有

（
H

2
2
～

2
5
）

1
2
8
回

　
河

川
整

備
基

本
方

針
検

討
小

委
員

会
　

資
料

3
-
1

小
丸

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
の

変
更

に
つ

い
て

土
地

利
用

状
況

土
地

利
用

デ
ー

タ
有

（
S

5
1
、

R
3
）

国
土

交
通

省
国

土
数

値
情

報

各
領

域
の

粒
径

集
団

河
床

材
料

調
査

結
果

無
-

文
献

無
-

流
域

全
体

海
岸

そ
の

他

山
地

河
道

ダ
ム

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容
当

該
流

砂
系

に
お

け
る

資
料

（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

1
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以
降

で
示

す
図

化
範

囲

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

次
頁

よ
り

各
領

域
の

状
況

を
示

す
が

、
下

図
に

示
す

範
囲

に
分

け
整

理
し

た
。

ま
た

、
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
に

際
し

て
は

、
当

該
流

砂
系

の
地

形
把

握
が

重
要

な
た

め
、

こ
こ

で
は

国
土

地
理

院
地

図
（
電

子
国

土
W

E
B

）
の

断
面

図
作

成
機

能
を

用
い

て
、

河
道

の
図

化
範

囲
を

対
象

に
縦

断
図

を
作

成
し

た
。

こ
れ

よ
り

、
縦

断
勾

配
は

大
き

く
２

つ
（
上

流
１

／
２

５
、

下
流

１
／

７
０

）
に

区
分

さ
れ

る
こ

と
、

全
川

的
に

急
勾

配
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

⼭
地

領
域

の
図

化
範

囲

河
⼝

・
海

岸
の

図
化

範
囲

河
道

の
図

化
範

囲
①

河
⼝

か
ら
1
2
k

1
3
.5
k

河
道

②
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
8
.5
k

1
2
k

河
道

③
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
7
k

8
.5
k

河
道

④
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
5
k

7
k

河
道

⑤
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
3
.5
k

5
k

河
道

⑥
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
1
.5
k

3
.5
k

河
道

⑦
の

図
化

範
囲

河
⼝

か
ら
0
.2
k

1
.5
k

N ↑

I
=
1
/
2
5

I
=
1
/
7
0

河
道

⑦
河

道
⑤

河
道

④
河

道
③

河
道

②
河

道
①

河
道

⑥

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

河
道

の
図
化
範

囲
内
に
お
け
る
縦

断
地
形

以
降

で
示
す
各

領
域
の
図
化
範
囲

流
域

の
概

要
流

域
面

積
３

９
．

９
ｋ
ｍ

２

（
国

土
交

通
省

国
土

数
値

情
報

流
域

メ
ッ

シ
ュ

デ
ー

タ
よ

り
計

測
し

た
値

）

管
理

延
長

１
４

．
７

km
（
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
の

河
川

等
指

定
調

書
よ

り
）

2
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山
地

（
砂

防
）
領

域
崩

壊
地

や
荒

廃
状

況
の

把
握

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
過

去
の

航
空

写
真

（
国

土
地

理
院

）
よ

り
、

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

の
経

年
的

な
変

化
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：昭

和
２

０
年

代
と

比
べ

、
令

和
年

代
は

人
為

的
伐

採
と

考
え

ら
れ

る
裸

地
の

増
加

が
確

認
さ

れ
る

。

名
貫

川
名

貫
川

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

名
貫

川
名

貫
川

山
地

領
域
の
経

年
変
化

3
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山
地

（
砂

防
）
領

域
砂

防
堰

堤
の

整
備

状
況

の
把

握

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
人

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
砂

防
施

設
の

整
備

状
況

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
砂

防
堰

堤
は

流
域

内
に

６
基

整
備

さ
れ

て
い

る
。

山
地

領
域

内
に

は
砂

防
施

設
は

存
在

し
な

い
。

河
道

領
域

（
本

川
上

）
に

は
２

基
の

砂
防

堰
堤

が
整

備
（
上

流
側

は
昭

和
４

６
年

、
下

流
側

は
昭

和
２

９
年

に
整

備
）
さ

れ
て

お
り

、
共

に
高

さ
１

０
ｍ

の
不

透
過

型
堰

堤
で

あ
る

。

砂
防

堰
堤
数
の

経
年
変
化

砂
防
堰
堤

流
域

6
名

貫
川

流
域

流
域

内
の
砂
防

堰
堤
数

山
地

領
域

内
に

砂
防

施
設

は
な

い

昭
和
2
9
年

（
1
9
5
4
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
1
0
m

）

昭
和
4
6
年

（
1
9
7
1
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
1
0
m

）

I
=
1
/
2
5

I
=
1
/
7
0

河
道

⑦
河

道
⑤

河
道

④
河

道
③

河
道

②
河

道
①

河
道

⑥

本
川

上
の
砂
防

施
設
位
置

上
流

側
の

砂
防
堰

堤
（

8
k
4付

近
）

下
流

側
の

砂
防
堰
堤

（
4
k
8付

近
）

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
電

子
国

土
W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

砂
防

堰
堤
位
置

図
4
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
1
２

～
１

３
．

５
ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
露

岩
や

巨
石

が
多

数
確

認
さ

れ
る

。
な

お
、

中
洲

部
を

除
き

植
生

は
確

認
さ

れ
な

い
。

航
空

写
真

か
ら

は
、

経
年

的
な

変
化

は
小

さ
い

と
判

断
さ

れ
る

。

名
貫

川

名
貫

川

名
貫

川

名
貫

川

名
貫

川

名
貫

川

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

中
洲

（
1
3
k
付

近
）

で
は

植
生

が
確

認

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

5
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
②

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
８

．
５

～
１

２
ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
露

岩
や

巨
石

が
多

数
確

認
さ

れ
る

一
方

で
、

植
生

は
確

認
さ

れ
な

い
。

航
空

写
真

か
ら

は
、

経
年

的
な

変
化

は
小

さ
い

と
判

断
さ

れ
る

。
※

縦
断

図
よ

り
、

上
流

砂
防

堰
堤

（
８

ｋ
４

付
近

：
S
４

６
完

成
）
の

堆
砂

敷
は

９
ｋ
付

近
ま

で
と

想
定

さ
れ

る
が

、
施

設
整

備
前

後
の

大
き

な
変

化
み

ら
れ

な
い

上
流

砂
防

堰
堤
の

堆
砂

敷
末
端

（
9
k付

近
）

※
縦

断
図

よ
り
推

定
※

施
設

整
備

前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

上
流

砂
防

堰
堤
の

堆
砂

敷
末
端

（
9
k付

近
）

※
縦

断
図

よ
り
推

定
※

施
設

整
備

前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

上
流

砂
防

堰
堤
の

堆
砂

敷
末
端

（
9
k付

近
）

※
縦

断
図

よ
り
推

定
※

施
設

整
備

前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

上
流

砂
防

堰
堤
の

堆
砂

敷
末
端

（
9
k付

近
）

※
縦

断
図

よ
り
推

定
※

施
設

整
備

前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

6
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
７

～
８

．
５

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
巨

石
が

多
数

確
認

さ
れ

る
一

方
で

、
植

生
は

確
認

さ
れ

な
い

。
航

空
写

真
か

ら
は

、
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

※
上

流
砂

防
堰

堤
（
８

ｋ
４

付
近

：
S
４

６
完

成
）
の

完
成

後
も

、
下

流
河

道
で

の
大

き
な

変
化

み
ら

れ
な

い

上
流

砂
防

堰
堤
（

8
k
4
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

上
流

砂
防

堰
堤
（

8
k
4
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道
に

大
き

な
変

化
な

し

上
流

砂
防

堰
堤
（

8
k
4
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道
に

大
き

な
変

化
な

し

上
流

砂
防

堰
堤
（

8
k
4
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道
に

大
き

な
変

化
な

し

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

8
k
1
付
近

）

固
定

堰
（

7
k
5
付
近

）

河
道

領
域
の
経

年
変
化

7
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
④

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
５

～
７

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
巨

石
が

多
数

確
認

さ
れ

る
一

方
で

、
植

生
は

確
認

さ
れ

な
い

。
航

空
写

真
か

ら
は

、
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

固
定

堰
（

6
k
2
付
近

）

固
定

堰
（

6
k
2
付
近

）
（

S
5
0
～

5
8
の

期
間

に
完

成
し

た
と

推
定

）

床
固

（
5
k
9
付

近
）

（
S
2
2
～

3
7
の

期
間

に
完

成
し

た
と

推
定

）

床
固

（
5
k
9
付

近
）

床
固

（
5
k
9
付

近
）

床
固

（
5
k
9
付

近
）

固
定

堰
（

6
k
2
付
近

）

床
固

（
5
k
9
付

近
）

河
道

領
域
の
経

年
変
化

8

43



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑤

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

下
流

砂
防

堰
堤
（
4
k
8
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後
で

下
流

河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

下
流

砂
防

堰
堤
（

4
k
8
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

下
流

砂
防

堰
堤
（
4
k
8
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後
で

下
流

河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

下
流

砂
防

堰
堤
（

4
k
8
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

下
流

砂
防

堰
堤
（

4
k
8
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

で
下

流
河
道

に
大
き

な
変

化
な

し

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
３

．
５

～
５

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
巨

石
、

礫
が

多
数

確
認

さ
れ

、
礫

河
原

に
は

植
生

も
確

認
さ

れ
る

。
航

空
写

真
か

ら
は

、
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

※
下

流
砂

防
堰

堤
（
４

ｋ
８

付
近

：
S
２

９
完

成
）
の

完
成

後
も

、
下

流
河

道
で

の
大

き
な

変
化

み
ら

れ
な

い

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

） 固
定

堰
（

4
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

3
k
7
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）
固

定
堰

（
4
k
3
、
3
k
7
付

近
）

（
S
5
0
～

5
8
の

期
間

に
完

成
し

た
と

推
定

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

） 固
定

堰
（

4
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

3
k
7
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
8
付
近

）
固

定
堰

（
4
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
8
付
近

）

河
道

領
域
の
経

年
変
化

9
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑥

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

固
定

堰
（

2
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

．
５

～
３

．
５

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
下

図
赤

枠
の

砂
州

に
着

目
す

る
と

、
昭

和
５

０
年

代
ま

で
は

砂
州

の
攪

乱
（
植

生
の

生
育

と
消

失
）
が

確
認

さ
れ

る
が

、
平

成
２

０
年

に
は

樹
林

化
が

進
行

し
て

お
り

、
現

在
に

至
る

。

上
流

側
下

流
側

右
岸

の
砂

州
で

植
生

範
囲

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

固
定

堰
（

2
k
6
付
近

）
（

S
2
2
～

3
7
の

期
間

に
完

成
し

た
と

推
定

）

固
定

堰
（

1
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

1
k
5
付
近

）
（

S
5
8
～

H
2
0
の
期

間
に

完
成

し
た

と
推
定

）

砂
州

は
裸

地
が
多

い
が

一
部

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ

れ
る

砂
州

上
の

植
生

多
く

が
消

失

植
生

範
囲

の
拡
大
が

確
認

さ
れ

る

砂
州

上
の

植
生
が

樹
林

化
し

て
い

る
状

況
が

確
認

さ
れ

る

大
き

な
変

化
は

見
ら

れ
な

い

固
定

堰
（

2
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

固
定

堰
（

2
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

固
定

堰
（

2
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

固
定

堰
（

2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

固
定

堰
（

2
k
3
付

近
）

床
固

（
2
k
1
付

近
）

河
道

領
域
の
経

年
変
化

10

45



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑦

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
０

．
２

～
１

．
５

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
下

図
赤

枠
に

着
目

す
る

と
、

昭
和

５
０

年
代

ま
で

は
砂

州
の

攪
乱

（
植

生
の

生
育

と
消

失
）
が

確
認

さ
れ

る
が

、
平

成
２

０
年

に
は

樹
林

化
が

進
行

し
て

お
り

、
現

在
に

至
る

。

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

床
固

（
1
k
0
付

近
）

床
固

（
1
k
0
付

近
）

（
S
3
7
～

S
5
0
の
期

間
に

完
成

し
た

と
推

定
）

固
定

堰
（

1
k
3
付
近
）

（
S
5
8
～

H
2
0
の
期
間

に
完

成
し

た
と

推
定
）

固
定

堰
（

撤
去
）

（
H
2
0
～

H
2
8
の
期
間

に
河

川
整

備
時

に
撤
去

し
た

と
推

定
）

砂
州

は
裸

地
が
多

い
が

一
部
植

生
が
確

認
さ

れ
る

植
生

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ
れ

る

砂
州

上
の

植
生
多

く
が

消
失

植
生

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ
れ

る

植
生

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ
れ

る

砂
州

上
の

植
生
が

樹
林

化
し
て

い
る
状

況
が

確
認

さ
れ

る

植
生

範
囲

の
拡
大

が
確

認
さ
れ

る

大
き

な
変

化
は
見

ら
れ

な
い

床
固

（
1
k
0
付

近
）

床
固

（
1
k
0
付

近
）

河
道

領
域
の
経

年
変
化

11
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河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

が
み

ら
れ

る
河

道
⑥

を
対

象
に

、
区

間
中

央
に

位
置

す
る

国
道

１
０

号
線

橋
梁

よ
り

上
下

流
の

状
況

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
橋

梁
上

流
に

位
置

す
る

固
定

堰
に

つ
い

て
沈

下
は

確
認

さ
れ

な
い

橋
梁

下
流

に
つ

い
て

も
河

床
は

比
較

的
平

坦
で

あ
り

護
岸

付
近

の
洗

堀
は

確
認

さ
れ

な
い

国
道
1
0
号

線
橋

梁
よ

り
下

流
を

望
む

R
5
.1
0
.2
3
撮

影
国

道
1
0
号

線
橋

梁
よ

り
上

流
を

望
む

R
5
.1
0
.2
3
撮

影

河
道

⑥
状
況
写

真

12
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河
道

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

令
和

2年
：

2
02
0

平
成

1
7年

：
20
0
8

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
1年

：
19
7
6

昭
和

4
0年

：
19
6
5

平
成

1
3年

：
20
0
1

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

N
N

N
N

N
N

N
N

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
河

口
砂

州
は

、
流

出
と

再
形

成
を

繰
り

返
し

て
い

る
が

、
概

ね
同

じ
位

置
で

砂
州

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。

河
口

砂
州
の
規

模
や
位
置
の
変
遷

13
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海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

令
和

2年
：

2
02
0

平
成

1
7年

：
20
0
8

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

5
1年

：
19
7
6

昭
和

4
0年

：
19
6
5

平
成

1
3年

：
20
0
1

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

2
2年

の
汀

線
昭
和

4
0年

の
汀

線

N
N

N
N

N
N

N
N

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
昭

和
２

２
年

か
ら

４
０

年
に

か
け

て
汀

線
の

後
退

が
確

認
さ

れ
る

が
、

そ
れ

以
降

の
大

き
な

変
化

は
見

ら
れ

な
い

。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
汀
線

の
経
年
変

化
14
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

都
農

（
気

）

雨
量

観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
近

傍
の

都
農

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
平

成
２

２
年

以
降

の
年

最
大

日
雨

量
を

確
認

し
た

結
果

、
年

に
よ

る
ば

ら
つ

き
は

あ
る

も
の

の
１

５
０

m
m

～
３

０
０

ｍ
ｍ

の
範

囲
に

あ
る

。
な

お
、

平
成

２
６

年
が

最
も

多
い

H
2
6
.
6

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
年

最
大

日
雨

量
の

出
典

：
気
象

庁
（
都

農
雨

量
観

測
所

）

15
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近
傍

の
波

高
や

波
向

、
流

向
や

流
速

よ
り

、
沿

岸
流

に
つ

い
て

把
握

し
た

。

16

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
や

や
沖

合
い

の
ネ

ダ
ノ

瀬
で

は
、

東
、

東
南

東
方

向
か

ら
波

向
が

多
い

が
、

沿
岸

で
は

南
北

方
向

の
往

復
流

が
多

い
沿

岸
の

流
速

は
、

南
方

向
が

大
き

い

大
淀

川

一
ツ

瀬
川

小
丸

川

名
貫

川

流
向

流
速

頻
度

図
（
H

2
3
年

度
調

査
）

ネ
ダ

ノ
瀬

波
高

・
波

向
頻

度
図

（
H

2
2
.2

.3
～

H
2
4
.5

.2
5
）

流
域

波
浪

状
況

の
把

握

流
向

流
速

頻
度
図

の
出

典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て

波
高

・
波

向
頻
度

図
の

出
典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て
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令
和

3年
：

2
02
1

流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

下
流

域
で
は
建

物
用
地

(
市
街
地

)が
拡

大

森
林

の
減
少
（

荒
地
の

増
加

）
が
確
認

さ
れ
る

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
上

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

は
大

部
分

が
森

林
で

あ
る

が
、

令
和

年
代

で
は

荒
地

の
増

加
が

確
認

さ
れ

る
下

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

と
比

べ
建

物
用

地
が

増
加

し
て

い
る

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

土
地

利
用
別
の

面
積
率

17
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特
に

な
し

【
海

岸
領

域
】

河
口

付
近

～
3
k
5
付

近
で

は
砂

州
が

樹
林

化
傾

向

【
河

道
領

域
】

【
山

地
領

域
】

裸
地

の
増

加

森
林

伐
採

【
山
地
領
域
】

•
昭
和

2
2年

と
令

和
2年

の
航
空
写
真

の
比
較
よ

り
、
裸
地
の
増
加

が
確

認
さ

れ
た
。
ま

た
、
昭
和

51
年
と

令
和
3
年
の
土
地

利
用
デ
ー
タ

よ
り
、

森
林

の
割
合
が

減
少
し
、
荒
地
の

増
加
が
確

認
さ
れ
た
。

⇒
土
砂
供
給
量

が
増
加
し
て
い
る

と
考
え
ら

れ
る
。

【
河
道
領
域
】

•
本
河

川
で
は
、

昭
和
2
9年

、
46
年
に
高
さ

1
0m
の
不
透
過
型
堰
堤

が
本

川
上

に
整
備
さ

れ
た
。
ま
た
、
床

固
も
昭
和

5
0年

ま
で
に

3基
整

備
さ

れ
、

昭
和
2
2年

は
2基

し
か
確
認
さ

れ
な
か
っ

た
固
定
堰
も
、
令

和
2

年
時

点
は
1
0基

確
認
さ
れ
、
河
床

が
固
定
化

さ
れ
て
い
る
。

⇒
土
砂
供
給
量

が
減
少
し
て
い
る

と
考
え
ら

れ
る
。

•
昭
和

2
2年

～
令

和
2年

ま
で
の
6
時
期
の
航

空
写
真
よ

り
経
年
的
な

変
化
を

確
認
し
た

結
果
、

3k
5付

近
～

1
4k
付

近
で
は
、

大
き
な
変
化

は
確
認

さ
れ
な
か

っ
た
。
一
方
、
河

口
付
近
～

3
k5
付

近
の
区
間
で

は
、

以
下

の
変
化
が

確
認
さ
れ
た
。

昭
和
2
2年

→
昭
和

37
年
：
砂

州
上
の
植

生
範
囲
が
増
加

昭
和
3
7年

→
昭
和

50
年
：
砂

州
上
の
植

生
が
消
失

昭
和
5
0年

→
昭
和

58
年
：
砂

州
上
の
植

生
範
囲
が
増
加

昭
和
5
8年

→
平
成

20
年
：
砂

州
上
の
樹

林
化
が
確
認

平
成
2
0年

→
令
和

2年
：
同

上
⇒
植
生
域
が
拡

大
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

名
貫

川
流

砂
系

で
は

、
山

地
領

域
で

の
裸

地
の

増
加

、
河

道
領

域
で

の
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
た

。

青
：

土
砂

動
態

を
変

化
さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象

【
海
岸
領
域
】

•
河
口

砂
州
は
流

出
と
再
形
成
を
繰

り
返
し
て

い
る
が
、
再
形
成

時
の

位
置

や
形
状
は

概
ね
一
定
で
あ
る

。
•

海
岸

汀
線
は
昭

和
4
0年

以
降
安
定

し
て
お
り

、
海
岸
の
砂
浜
は

維
持

さ
れ

て
い
る
。

レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

砂
防

堰
堤

（
S4
6
）

砂
防

堰
堤

（
S2
9
）

床
固

（
S2
2

3
7

の
間

に
整

備
）

床
固

（
S3
7

5
0

の
間

に
整

備
）

床
固

（
S2
2
以

前
よ

り
整

備
）

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

土
砂

管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

18
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象

19
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3.五十鈴川流砂系 

55



取
組
着
手
時
に
お
け
る
容
易
な
土
砂
管
理
に
か
か
わ
る

問
題
の
把
握
手
法
（
ve

r1
.0
）
レ
ベ
ル
 

の
検

討
事

例

～
五

十
鈴

川
流

砂
系

～
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検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。
な

お
、

一
部

管
理

者
所

有
の

資
料

を
用

い
て

い
る

が
、

多
く
は

公
表

資
料

を
用

い
た

検
討

が
可

能
で

あ
る

。

使
用

資
料
の
一

覧

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

H
1
1
）

国
土

地
理

院

砂
防

施
設

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

 
有

（
施

設
台

帳
、

位
置

図
）

管
理

者

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

分
布

図

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
5
0
、

S
6
2
、

H
3
、

H
1
1
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

局
所

洗
堀

・
河

床
低

下
現

地
写

真
有

（
R

6
.1

）
本

資
料

作
成

者
が

撮
影

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
6
2
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

汀
線

の
変

化
状

況
航

空
写

真
有

（
S

2
2
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
6
2
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

施
設

の
整

備
状

況
施

設
台

帳
有

（
施

設
情

報
、

位
置

図
等

）
管

理
者

豪
雨

・
出

水
状

況
雨

量
デ

ー
タ

有
（
S

6
2
～

R
4
）

気
象

庁
（
北

方
雨

量
観

測
所

）

波
浪

状
況

波
浪

デ
ー

タ
有

（
H

1
6
～

H
3
0
）

リ
ア

ル
タ

イ
ム

ナ
ウ

フ
ァ

ス
（
国

土
交

通
省

港
湾

局
全

国
港

湾
海

洋
波

浪
情

報
網

）

土
地

利
用

状
況

土
地

利
用

デ
ー

タ
有

（
S

5
1
、

R
3
）

国
土

交
通

省
国

土
数

値
情

報

各
領

域
の

粒
径

集
団

河
床

材
料

調
査

結
果

無
-

文
献

無
-

当
該

流
砂

系
に

お
け

る
資

料
（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

海
岸

そ
の

他

山
地

河
道

ダ
ム

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容

流
域

全
体

1
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以
降

で
示

す
図

化
範

囲

次
頁

よ
り

各
領

域
の

状
況

を
示

す
が

、
下

図
に

示
す

範
囲

に
分

け
整

理
し

た
。

ま
た

、
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
に

際
し

て
は

、
当

該
流

砂
系

の
地

形
把

握
が

重
要

な
た

め
、

こ
こ

で
は

国
土

地
理

院
地

図
（
電

子
国

土
W

E
B

）
の

断
面

図
作

成
機

能
を

用
い

て
、

河
口

～
小

八
重

川
合

流
点

区
間

を
対

象
に

縦
断

図
を

作
成

し
た

。
こ

れ
よ

り
、

縦
断

勾
配

は
大

き
く
３

つ
（
上

流
：
１

／
１

８
０

、
中

流
：
１

／
５

０
０

、
下

流
：
１

／
１

６
０

０
）
に

区
分

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

河
道

（
五
十
鈴

川
本
川
）
の
縦
断

地
形

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

以
降

で
示
す
各

領
域
の
図
化
範
囲

沖
田

川

河
⼝

・
海

岸
の

図
化

範
囲

河
道

の
図

化
範

囲
①

河
⼝

か
ら
1
1
.7
k

1
3
.3
k

⼭
地

領
域

の
図

化
範

囲

五
十

鈴
川小

八
重

川

長
野

川

五
十

鈴
川

三
ヶ

瀬
川

小
黒

木
川

津
々

良
川

秋
元

川

I
=
1
/
1
6
0
0

I
=
1
/
5
0
0

I
=
1
/
1
8
0

小
八

重
川

三
ヶ

瀬
川

津
々

良
川

小
黒

木
川

秋
元

川
長

野
川

河
道

①

河
道

の
図

化
範

囲
 

河
⼝

か
ら
9
.3
k

1
1
.7
k

河
道

の
図

化
範

囲
③

河
⼝

か
ら
6
.2
k

9
.3
k

河
道

の
図

化
範

囲
④

河
⼝

か
ら
3
.9
k

6
.2
k

河
道

の
図

化
範

囲
⑤

河
⼝

か
ら
2
.4
k

3
.9
k

河
道

の
図

化
範

囲
⑥

河
⼝

か
ら
0
.8
k

2
.4
k

河
道

 

河
道

③

河
道

④

河
道

⑤

河
道

⑥

流
域

の
概

要
（
五

十
鈴

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
よ

り
）

流
域

面
積

２
０

９
．

４
ｋ
ｍ

２

幹
線

流
路

延
長

４
８

．
０

km

2
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山
地

（
砂

防
）
領

域
崩

壊
地

や
荒

廃
状

況
の

把
握

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

五
十

鈴
川

小
八

重
川

長
野

川五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

小
八

重
川

長
野

川

五
十

鈴
川

山
地

領
域
の
経

年
変
化

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

2
2年

：
19
4
7

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
過

去
の

航
空

写
真

（
国

土
地

理
院

）
よ

り
、

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

の
経

年
的

な
変

化
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：昭

和
２

２
年

と
比

べ
、

平
成

１
１

年
は

崩
壊

地
、

荒
地

の
増

加
が

確
認

さ
れ

る
。

秋
元

川
秋

元
川

3
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山
地

（
砂

防
）
領

域
砂

防
堰

堤
の

整
備

状
況

の
把

握

五
十
鈴
川
流
域

内
の
砂
防
堰
堤
数

の
経
年
変

化

砂
防
堰
堤

流
域

3
6

五
⼗

鈴
川

流
域流

域
内
の
砂
防

堰
堤
数

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
人

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
砂

防
施

設
の

整
備

状
況

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
砂

防
堰

堤
は

流
域

内
に

３
６

基
存

在
し

、
昭

和
４

９
年

ま
で

に
１

３
基

、
昭

和
５

０
年

～
６

１
年

ま
で

に
１

９
基

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
砂

防
堰

堤
は

、
河

口
か

ら
３

．
５

ｋ
ｍ

付
近

に
位

置
す

る
小

園
井

堰
よ

り
上

流
域

が
山

間
地

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
こ

の
領

域
の

河
川

上
や

谷
出

口
に

整
備

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
い

ず
れ

も
不

透
過

型
で

あ
る

。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

砂
防

堰
堤
位
置

図

五
十

鈴
川

小
八

重
川

長
野

川

五
十

鈴
川

三
ヶ

瀬
川

小
黒

木
川

津
々

良
川

秋
元

川

小
園

井
堰

I
=
1
/
1
6
0
0

I
=
1
/
5
0
0

I
=
1
/
1
8
0

三
ヶ

瀬
川

津
々

良
川

小
黒

木
川

秋
元

川
長

野
川

河
道

①
河

道
 

河
道

③

河
道

④

河
道

⑤

河
道

⑥

本
川

上
の

砂
防
堰

堤
は

小
八

重
川

合
流

点
上

流
の

約
２

ｋ
ｍ

の
範

囲
に

４
基

整
備

小
八

重
川

本
川

上
の
砂
防

施
設
位
置

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

4
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

航
空

写
真
な
し

平
成

3
0年

：
20
1
8

更
正

橋

更
正

橋

更
正

橋

更
正

橋

更
正

橋

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

１
．

７
～

１
３

．
３

ｋ
ｍ

付
近

）
。

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
各

年
代

で
出

現
位

置
は

異
な

る
が

砂
州

の
点

在
が

確
認

さ
れ

る
。

砂
州

上
は

裸
地

が
主

の
た

め
、

砂
州

の
形

成
・
消

失
を

繰
り

返
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

三
ヶ

瀬
川

三
ヶ

瀬
川

三
ヶ

瀬
川

三
ヶ

瀬
川

三
ヶ

瀬
川

砂
州

が
形

成
砂

州
が

消
失

河
道

領
域
の
経

年
変
化

5
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
 

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
９

．
３

～
１

１
．

７
ｋ
ｍ

付
近

）
。

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：各

年
代

で
砂

州
の

点
在

が
確

認
さ

れ
る

。
砂

州
上

は
裸

地
が

主
で

あ
る

。
平

成
１

１
～

２
１

年
の

か
け

て
流

路
が

変
化

し
て

い
る

が
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
。

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

流
路

が
変

化

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

河
道

領
域
の
経

年
変
化

6
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
６

．
２

～
９

．
３

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
各

年
代

で
砂

州
の

点
在

が
確

認
さ

れ
る

。
砂

州
上

は
裸

地
が

主
で

あ
る

。
た

だ
し

、
８

ｋ
３

付
近

の
固

定
堰

下
流

の
砂

州
で

は
、

昭
和

６
２

年
に

植
生

が
確

認
さ

れ
て

以
降

、
経

年
的

に
繁

茂
域

が
拡

大
し

て
い

る
。

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

※
S
2
2
～

5
0
の

期
間

内
で

改
築

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

固
定

堰
（

8
k
3
付

近
）

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

が
確

認
さ

れ
る

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

が
確

認
さ

れ
る

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

河
道

領
域
の
経

年
変
化

7
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
④

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
３

．
９

～
６

．
２

ｋ
ｍ

付
近

）
。

河
道

領
域
の
経

年
変
化

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
各

年
代

で
砂

州
の

点
在

が
確

認
さ

れ
る

。
砂

州
上

は
裸

地
が

主
で

あ
る

。
た

だ
し

、
平

成
３

年
よ

り
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

、
そ

の
後

植
生

域
の

拡
大

が
み

ら
れ

る
砂

州
も

存
在

す
る

。

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

3年
：
19
9
1

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

植
生

減
少

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

植
生

繁
茂

域
の
拡

大
は

見
ら

れ
な

い

8
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑤

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

3年
：
19
9
1

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7国

土
地

理
院

の
航

空
写

真
を

用
い

て
、

河
道

の
長

期
の

地
形

変
化

状
況

を
把

握
し

た
（
河

口
か

ら
２

．
４

～
３

．
９

ｋ
ｍ

付
近

）
。

河
道

領
域
の
経

年
変
化

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
各

年
代

で
砂

州
の

点
在

が
確

認
さ

れ
る

。
砂

州
上

は
裸

地
が

主
で

あ
る

。
た

だ
し

、
平

成
３

年
よ

り
堰

直
下

の
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

、
平

成
２

１
年

に
は

植
生

域
の

拡
大

が
確

認
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
そ

の
後

の
平

成
３

０
年

に
は

植
生

の
減

少
が

確
認

さ
れ

る
。

小
園

井
堰

（
3
k
5
付

近
）

小
園

井
堰

（
3
k
5
付

近
）

小
園

井
堰

（
3
k
5
付

近
）

小
園

井
堰

（
3
k
5付

近
）

小
園

井
堰

（
3
k
5付

近
）

※
H
3
～
H
2
1
の

期
間

内
に

改
築

小
園

井
堰

（
3
k
5付

近
）

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

五
十

鈴
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
消

失

砂
州

が
消

失

砂
州

が
形

成

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

植
生

減
少

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

分
蔵

大
橋

9
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑥

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

3年
：

1
99
1

昭
和

6
2年

：
19
8
7

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
０

．
８

～
３

．
９

ｋ
ｍ

付
近

）
。

河
道

領
域
の
経

年
変
化

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
５

０
年

よ
り

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
、

昭
和

６
２

年
に

は
植

生
域

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る
。

平
成

３
年

に
は

右
岸

側
の

砂
州

上
に

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

、
平

成
２

１
年

に
は

左
岸

側
の

砂
州

に
も

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

る
。

な
お

、
平

成
３

０
年

は
樹

林
化

の
拡

大
は

見
ら

れ
な

い
。

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

植
生

繁
茂

域
が

拡
大

植
生

が
確

認
さ

れ
る

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

る
樹

林
化

が
確

認
さ

れ
る

植
生

繁
茂

域
の
拡

大
は

見
ら

れ
な

い

樹
林

化
の

拡
大

は
見

ら
れ

な
い

砂
州

の
消

失

樹
林

化
が

確
認

さ
れ

る

樹
林

化
の

拡
大

は
見

ら
れ

な
い

樹
林

化
の

拡
大

は
見

ら
れ

な
い

五
十

鈴
川

砂
州

が
点

在
し
て

い
る

が
裸
地

が
多
い

10
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河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

小
園

井
堰

直
下

の
砂

州
に

お
い

て
植

生
の

増
減

が
み

ら
れ

る
河

道
⑤

を
対

象
に

、
区

間
中

央
に

位
置

す
る

分
蔵

大
橋

よ
り

上
下

流
の

状
況

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
橋

梁
上

流
に

位
置

す
る

固
定

堰
に

つ
い

て
沈

下
は

確
認

さ
れ

な
い

橋
梁

下
流

に
つ

い
て

も
河

床
は

比
較

的
平

坦
で

あ
り

護
岸

付
近

の
洗

堀
は

確
認

さ
れ

な
い

分
蔵

⼤
橋

よ
り

下
流

を
望

む
R
6
.1
.1
6
撮

影
分

蔵
⼤

橋
よ

り
上

流
を

望
む

R
6
.1
.1
6
撮

影

河
道

⑤
状
況
写

真

11
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河
道

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

平
成

3
0年

：
20
1
8

平
成

2
1年

：
20
0
9

昭
和

6
2年

：
19
8
7

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

3
7年

：
19
6
2

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
尾

末
導

流
堤

は
S
４

３
と

S
５

７
に

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
航

空
写

真
の

経
年

変
化

を
み

る
と

昭
和

５
０

年
よ

り
河

口
砂

州
の

縮
小

が
確

認
さ

れ
る

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和

2
2年

各
年

尾
末

導
流

堤
（

S
4
3
）

尾
末

導
流

堤
（

S
5
7
）

中
須

導
流

堤
（

S
3
7
）

乙
島

防
波

堤
（

S
4
5
～

5
5
）

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

河
口

砂
州
の
規
模
や
位
置
の
変
遷

12
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平
成

3
0年

：
20
1
8

平
成

2
1年

：
20
0
9

昭
和

6
2年

：
19
8
7

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

3
7年

：
19
6
2

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
尾

末
導

流
堤

は
S
４

３
と

S
５

７
に

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
航

空
写

真
の

経
年

変
化

を
み

る
と

昭
和

５
０

年
よ

り
汀

線
後

退
が

確
認

さ
れ

る

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和

2
2年

各
年

尾
末

導
流

堤
（

S
4
3
）

尾
末

導
流

堤
（

S
5
7
）

中
須

導
流

堤
（

S
3
7
）

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

乙
島

防
波

堤
（

S
4
5
～

5
5
）

海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

漁
港

施
設
の
整

備
状
況
と
汀
線
の

経
年
変
化

13
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

北
方

（
気

）

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
近

傍
の

北
方

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
昭

和
６

２
年

以
降

の
３

６
年

間
の

年
最

大
日

雨
量

を
確

認
し

た
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
１

０
０

m
m

を
下

回
る

年
も

見
ら

れ
る

が
、

概
ね

１
０

０
ｍ

ｍ
～

４
０

０
ｍ

ｍ
の

範
囲

に
あ

る
。

ま
た

、
３

６
年

間
の

平
均

値
は

約
２

１
３

m
m

で
あ

る
が

、
近

１
０

年
の

平
均

値
は

約
２

３
８

ｍ
ｍ

と
降

雨
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。 雨

量
観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

※
河
川
整
備
計
画
本
文

の
「
治
水
の
沿
革
」
に
示
さ
れ
る
出
水
に

該
当
す
る
出
水
は
日
付
を
付
与

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

年
最

大
日

雨
量
の

出
典

：
気
象

庁
（
北

方
雨

量
観

測
所

）

H
1
6.
10H
1
7.
9

14
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流
域

波
浪

状
況

の
把

握

近
傍

の
波

高
や

波
向

、
流

向
や

流
速

よ
り

、
沿

岸
流

に
つ

い
て

把
握

し
た

。

五
十

鈴
川

細
島

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
や

や
沖

合
い

の
細

島
で

は
、

東
南

東
、

南
東

方
向

か
ら

波
向

が
多

い

卓
越

す
る

波
向

き
(E

S
E
方

向
)

波
向

・
波
高
の

頻
度
図

リ
ア

ル
タ

イ
ム
ナ

ウ
フ

ァ
ス
（

国
土
交

通
省

港
湾

局
全

国
港

湾
海
洋

波
浪
情

報
網

）
の

デ
ー

タ
よ

り
作

成

平
成

1
6
年

：
2
0
04
～

平
成

2
0年

：
2
0
08

平
成

2
1
年

：
2
0
09
～

平
成

2
5年

：
2
0
13

平
成

2
6
年

：
2
0
14
～

平
成

3
0年

：
2
0
18

15
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流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

流
域

全
域
で
荒

地
が

減
少

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
全

域
で

、
昭

和
５

０
年

代
は

荒
地

が
目

立
つ

が
、

令
和

年
代

で
は

森
林

に
変

化
し

て
い

る
（
荒

地
が

減
少

し
て

い
る

）

土
地

利
用
別
の

面
積
率

令
和

3年
：

2
02
1

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

16
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【
山
地

(
砂

防
)
領

域
】

•
昭

和
2
2
年

と
平

成
1
1
年

の
航

空
写

真
の

比
較

で
は

、
荒

地
の

増
加

が
確

認
さ

れ
た

。
•

昭
和
5
1
年

と
令

和
3
年

の
土
地

利
用

デ
ー

タ
の

比
較

で
は

、
荒

地
の

減
少

が
確

認
さ

れ
た

。
•

砂
防
堰

堤
は

3
6
基

存
在

す
る

が
、

こ
の

う
ち

昭
和

4
0年

代
に

1
0

基
、
5
0
年

代
に

1
5
基

が
整
備

さ
れ

て
い

る
。

⇒
昭
和

2
2
年

と
比

べ
る

と
、

昭
和

5
0
年

代
～

平
成

初
期

に
か

け
て

は
土

砂
供

給
が

多
く

、
近

年
は

土
砂

供
給

量
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
河
道

領
域

】
•

8
ｋ
3
付

近
の

固
定

堰
よ

り
下

流
で

は
、

昭
和

5
0
年

以
降

、
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

一
部

で
は

樹
林

化
し

て
い

る
箇

所
が

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
⇒

昭
和

5
0
年

代
は

流
域

全
体

で
荒

地
が

多
く

土
砂

供
給

が
多

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
8
ｋ
3
付

近
の
固

定
堰

下
流

は
、

緩
勾

配
区

間
の
た

め
土

砂
が

堆
積

し
や

す
く

、
植

生
が

繁
茂

し
や

す
い

環
境

に
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【
海
岸

領
域

】
•

五
十

鈴
川

河
口

の
左

岸
で

は
、

S
4
3
及

び
S
5
7
に

導
流

堤
が

整
備

さ
れ

た
が

、
航

空
写

真
の

経
年

変
化

を
み

る
と

昭
和

5
0
年

よ
り

右
岸

側
（
南

側
）
の

汀
線

後
退

や
河

口
砂

州
の

縮
小

が
確

認
さ

れ
た

。
⇒

導
流

堤
整

備
に

よ
り

北
側

か
ら

の
標

砂
が

遮
断

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ
た

と
も

考
え

ら
れ

る
。

⇒
砂
州

の
樹

林
化

に
よ

り
土

砂
が

流
れ

に
く

い
状

態
に

な
っ

て
お

り
、

海
岸
へ

の
土

砂
流

出
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

五
十

鈴
川

流
砂

系
で

は
、

河
道

領
域

で
の

樹
林

化
、

海
岸

領
域

で
の

汀
線

後
退

が
確

認
さ

れ
た

。

【
山

地
領

域
】

荒
地

の
減

少

砂
州

の
植

生
及

び
樹

林
化

（
S
5
0
年

以
降

）

【
河

道
領

域
】

河
口

砂
州

の
縮

小
汀

線
後

退
（

右
岸

側
で

顕
著

）
（

S
5
0
年

以
降

）

【
海

岸
領

域
】

導
流

堤
（

S
4
3
、

S
5
7
）

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
青

：
土

砂
動

態
を

変
化

さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象 土

砂
管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

砂
防

堰
堤

（
S
3
4
～

）

17
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象

18
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4.潟上川流砂系 
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取
組
着
手
時
に
お
け
る
容
易
な
土
砂
管
理
に
か
か
わ
る

問
題
の
把
握
手
法
（
ve

r1
.0
）
レ
ベ
ル
 

の
検

討
事

例

～
潟

上
川

流
砂

系
～
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検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。
な

お
、

一
部

管
理

者
所

有
の

資
料

を
用

い
て

い
る

が
、

多
く
は

公
表

資
料

を
用

い
た

検
討

が
可

能
で

あ
る

。

使
用

資
料
の
一

覧

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

R
2
）

国
土

地
理

院

砂
防

施
設

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

 
有

（
施

設
台

帳
、

位
置

図
）

管
理

者

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

分
布

図

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
5
0
、

S
5
9
、

H
8
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

局
所

洗
堀

・
河

床
低

下
現

地
写

真
有

（
R

6
.1

）
本

資
料

作
成

者
が

撮
影

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
4
1
、

S
5
4
、

H
3
、

H
8
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

汀
線

の
変

化
状

況
航

空
写

真
有

（
S

2
2
、

S
4
1
、

S
5
4
、

H
3
、

H
8
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

施
設

の
整

備
状

況
施

設
台

帳
有

（
施

設
情

報
、

位
置

図
等

）
管

理
者

豪
雨

・
出

水
状

況
雨

量
デ

ー
タ

有
（
S

2
4
～

R
5
）

気
象

庁
（
油

津
雨

量
観

測
所

）

波
浪

状
況

波
浪

デ
ー

タ
無

土
地

利
用

状
況

土
地

利
用

デ
ー

タ
有

（
S

5
1
、

R
3
）

国
土

交
通

省
国

土
数

値
情

報

各
領

域
の

粒
径

集
団

河
床

材
料

調
査

結
果

無
-

文
献

無
-

当
該

流
砂

系
に

お
け

る
資

料
（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

海
岸

そ
の

他

山
地

河
道

ダ
ム

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容

流
域

全
体

1
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以
降

で
示

す
図

化
範

囲

次
頁

よ
り

各
領

域
の

状
況

を
示

す
が

、
下

図
に

示
す

範
囲

に
分

け
整

理
し

た
。

ま
た

、
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
に

際
し

て
は

、
当

該
流

砂
系

の
地

形
把

握
が

重
要

な
た

め
、

こ
こ

で
は

国
土

地
理

院
地

図
（
電

子
国

土
W

E
B

）
の

断
面

図
作

成
機

能
を

用
い

て
、

潟
上

川
本

川
の

河
口

～
山

地
領

域
区

間
を

対
象

に
縦

断
図

を
作

成
し

た
。

こ
れ

よ
り

、
縦

断
勾

配
は

大
き

く
４

つ
（
山

地
領

域
の

上
流

区
間

が
１

／
３

５
、

下
流

区
間

が
１

／
９

５
、

河
道

の
図

化
範

囲
の

上
流

区
間

が
１

／
２

２
０

、
下

流
区

間
が

１
／

５
６

０
）
に

区
分

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

⼭
地

領
域

の
図

化
範

囲

河
⼝

・
海

岸
の

図
化

範
囲

河
道

の
図

化
範

囲
①

河
⼝

か
ら
4
.7
k

5
.6
k

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

以
降

で
示
す
各

領
域
の
図
化
範
囲

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

河
道

（
潟
上
川

本
川
）
の
縦
断
地

形

I
=
1
/
5
6
0

I
=
1
/
2
2
0

I
=
1
/
9
5

I
=
1
/
3
5

河
道

⑤
河

道
④

河
道

③
河

道
②

河
道

①

潟
上

川

支
川

支
川

I
=
1
/
3
5

I
=
1
/
9
5

I
=
1
/
2
2
0

I
=
1
/
56
0

河
道

の
図

化
範

囲
③

河
⼝

か
ら
2
.3
k

3
.2
k

河
道

の
図

化
範

囲
⑤

河
⼝

か
ら
0
.0
k

1
.2
k

河
道

の
図

化
範

囲
②

河
⼝

か
ら
3
.2
k

4
.7
k

河
道

の
図

化
範

囲
④

河
⼝

か
ら
1
.2
k

2
.3
k

外
ノ

浦
港

流
域

の
概

要
流

域
面

積
２

０
．

４
ｋ
ｍ

２

（
国

土
交

通
省

国
土

数
値

情
報

流
域

メ
ッ

シ
ュ

デ
ー

タ
よ

り
計

測
し

た
値

）

管
理

延
長

１
０

．
２

km
（
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
の

河
川

等
指

定
調

書
よ

り
）

2
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山
地

（
砂

防
）
領

域
崩

壊
地

や
荒

廃
状

況
の

把
握

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

潟
上

川
潟

上
川

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
過

去
の

航
空

写
真

（
国

土
地

理
院

）
よ

り
、

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

の
経

年
的

な
変

化
を

把
握

し
た

。

山
地

領
域
の
経

年
変
化

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：昭

和
２

０
年

代
と

比
べ

、
令

和
年

代
は

裸
地

の
減

少
（
森

林
の

増
加

）
が

確
認

さ
れ

る
。

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

3
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山
地

（
砂

防
）
領

域
砂

防
堰

堤
の

整
備

状
況

の
把

握

潟
上
川
流
域
内

の
砂
防
堰
堤
数
の

経
年
変
化

砂
防
堰
堤

流
域

5
潟

上
川

流
域

流
域

内
の
砂
防

堰
堤
数

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
人

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
砂

防
施

設
の

整
備

状
況

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
砂

防
堰

堤
は

流
域

内
に

５
基

整
備

さ
れ

て
い

る
。

河
道

領
域

（
本

川
上

）
に

は
１

基
の

砂
防

堰
堤

が
整

備
（
昭

和
２

７
年

に
整

備
）
さ

れ
て

お
り

、
高

さ
５

ｍ
の

不
透

過
型

堰
堤

で
あ

る
。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

砂
防

堰
堤
位
置

図

昭
和
2
7
年

（
1
9
5
2
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
5
m

）

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

I
=
1
/
56
0

I
=
1
/
2
2
0

I
=
1
/
9
5

I
=
1
/
3
5

河
道

⑤
河

道
④

河
道

③
河

道
②

河
道

①
支

川

本
川

上
の
砂
防

施
設
位
置

潟
上

川

支
川

砂
防

堰
堤

（
1
0
k付

近
）

4
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

8年
：

1
99
6

昭
和

5
9年

：
19
8
4

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
４

．
７

～
５

．
６

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

２
年

よ
り

河
道

内
に

は
植

生
や

樹
木

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
、

本
区

間
で

は
昭

和
５

９
～

平
成

８
年

の
間

に
河

川
改

修
が

行
わ

れ
て

お
り

、
平

成
８

年
時

点
で

は
河

道
の

樹
木

や
植

生
は

確
認

さ
れ

な
い

が
、

平
成

２
０

年
以

降
は

砂
州

上
に

植
生

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
。

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

S
5
9
～

H
8
の

期
間
に

改
修

S
5
9
～

H
8
の

期
間
に
改

修

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
川

改
修

に
伴
い

河
道

内
に
は

植
生
や

樹
木

は
確

認
さ

れ
な

い

河
道

内
に

は
植
生

の
繁

茂
が
確

認
さ
れ

る

河
道

内
に

は
植
生

の
繁

茂
が
確

認
さ
れ

る

5
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
②

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
３

．
２

～
４

．
７

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

２
年

よ
り

河
道

内
に

は
植

生
や

樹
木

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
、

本
区

間
で

は
昭

和
５

９
～

平
成

８
年

の
間

に
河

川
改

修
が

行
わ

れ
て

お
り

、
平

成
８

年
時

点
で

は
改

修
個

所
に

お
い

て
樹

木
や

植
生

は
確

認
さ

れ
な

い
が

、
平

成
２

０
年

以
降

は
砂

州
上

に
植

生
の

繁
茂

が
確

認
さ

れ
る

。

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

8年
：

1
99
6

昭
和

5
9年

：
19
8
4

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

S
5
9
～

H
8
の

期
間
に
改

修

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
川

改
修

区
間
（
左

岸
）

で
は

植
生
や

樹
木

は
確

認
さ

れ
な

い

河
道

内
に

は
植
生
や

樹
木

の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生
や

樹
木

の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

6
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

8年
：

1
99
6

昭
和

5
9年

：
19
8
4

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
２

．
３

～
３

．
２

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

２
年

よ
り

河
道

内
に

は
植

生
や

樹
木

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
、

本
区

間
で

は
昭

和
５

０
～

５
９

年
の

間
に

河
川

改
修

が
行

わ
れ

て
お

り
、

昭
和

５
９

年
時

点
で

は
河

道
の

樹
木

や
植

生
は

確
認

さ
れ

な
い

が
、

平
成

８
年

、
平

成
２

０
年

と
植

生
繁

茂
域

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る
。

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

S
5
0
～

S
5
9
の

期
間

に
行

わ
れ
た

河
川

改
修

に
合

わ
せ
樹

木
伐

採
等
が

実
施

さ
れ

た
と

推
定

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

赤
枠

部
以

外
で
は

植
生

や
樹
木

は
確
認

さ
れ

な
い

S
5
9
～

H
8
の

期
間
に

樹
木

伐
採

が
実

施
さ

れ
た
と

推
定

砂
州

は
裸

地
が
多

い
砂

州
は

裸
地

が
多

い

植
生

が
繁

茂

植
生

が
繁

茂

植
生

が
繁

茂
植

生
が

繁
茂

植
生

が
繁

茂

砂
州

の
除

去
砂

州
の

除
去

7
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
④

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

8年
：

1
99
6

昭
和

5
9年

：
19
8
4

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

．
２

～
２

．
３

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

２
年

よ
り

河
道

内
に

は
植

生
や

樹
木

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
、

本
区

間
で

は
昭

和
５

０
～

５
９

年
の

間
に

河
川

改
修

が
行

わ
れ

て
お

り
、

昭
和

５
９

年
時

点
で

は
河

道
の

樹
木

や
植

生
は

確
認

さ
れ

な
い

が
、

平
成

８
年

以
降

は
時

間
の

経
過

と
と

も
に

と
植

生
繁

茂
域

の
拡

大
が

確
認

さ
れ

る
。

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

潟
上

川

上
流

側
下

流
側

S
5
0
～

S
5
9
の

期
間

に
行

わ
れ
た

河
川

改
修

に
合

わ
せ
樹

木
伐

採
等
が

実
施

さ
れ

た
と

推
定

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

河
道

内
に

は
植
生

や
樹

木
の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

植
生

や
樹

木
は
確

認
さ

れ
な
い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

植
生

が
繁

茂

植
生

が
繁

茂

植
生

が
繁

茂
植

生
が

繁
茂

植
生

が
繁

茂
植

生
が

繁
茂

堰
（

2
k
3
付

近
）

堰
（

2
k
3
付

近
）

堰
（

2
k
3
付

近
）

堰
（

2
k
3
付

近
）

堰
（

2
k
3
付

近
）

堰
（

2
k
3
付

近
）

波
平

瀬
橋

波
平

瀬
橋

波
平

瀬
橋

波
平

瀬
橋

波
平

瀬
橋

波
平

瀬
橋

8
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑤

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

8年
：

1
99
6

昭
和

5
9年

：
19
8
4

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
０

～
１

．
２

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
下

図
赤

枠
の

砂
州

に
着

目
す

る
と

、
平

成
８

年
ま

で
は

植
生

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

な
い

が
、

平
成

２
０

年
以

降
は

植
生

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
。

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

河
道

領
域
の
経

年
変
化

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

潟
上

川

上
流

側

下
流

側

植
生

が
繁

茂

植
生

が
繁

茂

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

9
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河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

砂
州

が
発

達
し

植
生

域
が

拡
大

し
て

い
る

河
道

④
を

対
象

に
、

区
間

中
央

に
位

置
す

る
波

平
瀬

橋
よ

り
上

下
流

の
状

況
を

把
握

し
た

。

河
道

④
状
況
写

真

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
橋

梁
上

流
、

下
流

と
も

に
河

床
は

比
較

的
平

坦
で

あ
り

護
岸

付
近

の
洗

堀
は

確
認

さ
れ

な
い

波
平

瀬
橋

よ
り

下
流

を
望

む
波

平
瀬

橋
よ

り
上

流
を

望
む

R
6
.1
.1
1
撮

影
R
6
.1
.1
1
撮

影

10
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河
口

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

令
和

2年
：

2
02
0

平
成

8年
：

1
99
6

平
成

3年
：

1
99
1

昭
和

5
4年

：
19
7
9

昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

平
成

2
0年

：
20
0
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
潟

上
川

の
河

口
で

は
経

年
的

に
も

砂
州

の
発

達
は

見
ら

れ
な

い
。

河
口

砂
州
の
規

模
や
位
置
の
変
遷

潟
上

川
潟

上
川

潟
上

川

潟
上

川
潟

上
川

潟
上

川
潟

上
川

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

11
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国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

令
和

2年
：

2
02
0

平
成

8年
：

1
99
6

平
成

3年
：

1
99
1

昭
和

5
4年

：
19
7
9

昭
和

4
1年

：
19
6
6

昭
和

2
2年

：
19
4
7

平
成

2
0年

：
20
0
8

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
外

ノ
浦

港
で

は
、

昭
和

１
９

年
に

潟
上

川
河

口
部

に
導

流
堤

が
整

備
さ

れ
た

。
ま

た
、

そ
の

後
も

港
湾

施
設

の
整

備
が

進
め

ら
れ

、
現

在
に

至
る

。
外

ノ
浦

港
で

は
平

成
８

～
９

年
度

に
か

け
て

防
砂

堤
の

整
備

が
行

わ
れ

て
い

る
。

港
湾

施
設
の
整

備
状
況

潟
上

川
潟

上
川

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

外
ノ

浦
港

導
流

堤
（

S
1
9
整
備

）

防
波

堤

埋
立

埋
立

潟
上

川

潟
上

川

防
砂

堤
（

H
9
整
備

）

防
波

堤

岸
壁

岸
壁

潟
上

川
潟

上
川

潟
上

川

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院 12
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

油
津

（
気

）

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
近

傍
の

油
津

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
昭

和
２

４
年

以
降

の
７

５
年

間
の

年
最

大
日

雨
量

を
確

認
し

た
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
１

０
０

m
m

を
下

回
る

年
も

見
ら

れ
る

が
、

概
ね

１
０

０
ｍ

ｍ
～

３
５

０
ｍ

ｍ
の

範
囲

に
あ

る
。

ま
た

、
７

５
年

間
の

平
均

値
は

約
１

７
７

m
m

で
あ

る
が

、
近

１
０

年
の

平
均

値
は

約
１

８
６

ｍ
ｍ

と
降

雨
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

S
2
6
.
6

雨
量

観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

年
最

大
日

雨
量
の

出
典

：
気
象

庁
（
油

津
雨

量
観

測
所

）
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流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
上

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

は
水

田
も

目
立

つ
が

、
令

和
年

代
で

は
森

林
に

変
化

し
て

い
る

下
流

域
に

つ
い

て
は

、
昭

和
５

０
年

代
と

比
べ

建
物

用
地

が
増

加
し

て
い

る

土
地

利
用
別
の

面
積
率

令
和

3年
：

2
02
1

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

下
流

域
で
は
建

物
用
地

(
市
街
地

)が
拡

大

山
地

領
域
で
は

森
林
の
割
合

が
増

加

一
部
で
は
荒
地

が
確
認

さ
れ
る

14
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【
河
道

領
域

】
•

潟
上

川
本

川
で

は
、

昭
和

27
年

に
高

さ
5
m
の

不
透

過
型
堰

堤
が

整
備

さ
れ

た
が

、
昭

和
2
2年

～
令

和
2
年

ま
で

の
6
時
期

の
航

空
写

真
よ

り
経

年
的

な
変

化
を

確
認

し
た

結
果

、
昭

和
22
年

時
点

で
も

河
道

内
に

植
生

や
樹
木

が
生

育
が

確
認

さ
れ

た
。

•
昭

和
5
0
～

平
成

8
年

の
間

に
広

範
囲

に
わ

た
り

河
川

改
修

が
行

わ
れ

て
お

り
、

こ
れ

に
よ
り

一
時

的
に

河
道

内
の

植
生

や
樹

木
が

消
失

し
た

が
、

平
成

2
0年

以
降

は
植

生
の

再
繁

茂
が

確
認

さ
れ

、
箇

所
に

よ
っ

て
は

砂
州

の
形

成
、

繁
茂

域
の

拡
大

が
確

認
さ

れ
た

。
⇒

土
砂

の
再

堆
積

が
生

じ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【
海
岸

領
域

】
•

河
口

砂
州

は
経

年
的

に
も

発
達

は
見

ら
れ

な
い

。
•

河
口

下
流

に
位

置
す

る
外
ノ

浦
港

に
つ

い
て

も
目

立
っ

た
変

化
は

見
ら

れ
な

い
。

レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

潟
上

川
流

砂
系

で
は

、
河

道
領

域
で

の
植

生
繁

茂
傾

向
が

確
認

さ
れ

た
。

【
山
地

領
域

】
•

昭
和

2
2
年

と
令

和
2
年

の
航
空

写
真

の
比

較
か

ら
は

、
裸

地
の

減
少

が
確

認
さ

れ
た

。
ま
た

、
昭

和
5
1
年

と
令

和
3
年
の

土
地

利
用

デ
ー

タ
よ

り
、

森
林
の

割
合

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

⇒
土
砂

供
給

量
は

減
少

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
【

山
地

領
域

】

荒
地

の
減

少

砂
防

堰
堤

（
S2
7
）

潟
上

川
潟

上
川

特
に

な
し

【
海

岸
領

域
】外
ノ

浦
港

植
生

の
再

繁
茂

【
河

道
領

域
】

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
青

：
土

砂
動

態
を

変
化

さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象 土

砂
管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

15

港
湾

施
設

整
備

（
S
1
9
～

）

河
川

改
修

（
S
5
0
～

H
8
の

間
）
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象

16
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5.平田川流砂系 
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取
組
着
手
時
に
お
け
る
容
易
な
土
砂
管
理
に
か
か
わ
る

問
題
の
把
握
手
法
（
ve

r1
.0
）
レ
ベ
ル
 

の
検

討
事

例

～
平

田
川

流
砂

系
～
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検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。
な

お
、

一
部

管
理

者
所

有
の

資
料

を
用

い
て

い
る

が
、

多
く
は

公
表

資
料

を
用

い
た

検
討

が
可

能
で

あ
る

。

使
用

資
料
の
一

覧

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

R
2
）

国
土

地
理

院

砂
防

施
設

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

 
有

（
施

設
台

帳
、

位
置

図
）

管
理

者

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

有
（
施

設
諸

元
資

料
）

管
理

者

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果
-

-

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

分
布

図
有

産
業

技
術

総
合

研
究

所
（
2
0
万

分
の

1
日

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
）

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

航
空

写
真

有
（
S

2
3
、

S
3
7
、

S
5
8
、

H
2
、

H
2
0
、

R
2
）

国
土

地
理

院

局
所

洗
堀

・
河

床
低

下
現

地
写

真
有

（
R

6
.1

）
本

資
料

作
成

者
が

撮
影

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
5
8
、

H
7
、

H
1
7
、

R
2
）

国
土

地
理

院

汀
線

の
変

化
状

況
航

空
写

真
有

（
S

2
2
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
5
8
、

H
7
、

H
1
7
、

R
2
）

国
土

地
理

院

施
設

の
整

備
状

況
施

設
台

帳
有

（
施

設
情

報
、

位
置

図
等

）
管

理
者

豪
雨

・
出

水
状

況
雨

量
デ

ー
タ

有
（
H

2
2
～

R
4
）

気
象

庁
（
都

農
雨

量
観

測
所

）

波
浪

状
況

波
浪

デ
ー

タ
有

（
H

2
2
～

2
5
）

1
2
8
回

　
河

川
整

備
基

本
方

針
検

討
小

委
員

会
　

資
料

3
-
1

小
丸

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
の

変
更

に
つ

い
て

土
地

利
用

状
況

土
地

利
用

デ
ー

タ
有

（
S

5
1
、

R
3
）

国
土

交
通

省
国

土
数

値
情

報

各
領

域
の

粒
径

集
団

河
床

材
料

調
査

結
果

無
-

文
献

無
-

海
岸

そ
の

他

山
地

河
道

ダ
ム

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容

流
域

全
体

当
該

流
砂

系
に

お
け

る
資

料
（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

1
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以
降

で
示

す
図

化
範

囲

次
頁

よ
り

各
領

域
の

状
況

を
示

す
が

、
下

図
に

示
す

範
囲

に
分

け
整

理
し

た
。

ま
た

、
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
に

際
し

て
は

、
当

該
流

砂
系

の
地

形
把

握
が

重
要

な
た

め
、

こ
こ

で
は

国
土

地
理

院
地

図
（
電

子
国

土
W

E
B

）
の

断
面

図
作

成
機

能
を

用
い

て
、

平
田

川
本

川
の

河
口

～
青

鹿
溜

池
区

間
を

対
象

に
縦

断
図

を
作

成
し

た
。

こ
れ

よ
り

、
縦

断
勾

配
は

大
き

く
４

つ
（
青

鹿
溜

池
～

東
九

州
自

動
車

道
付

近
：
１

／
３

５
、

東
九

州
道

付
近

～
１

０
k付

近
：
１

／
８

０
、

中
流

：
１

／
１

６
０

、
下

流
：
１

／
５

９
０

）
に

区
分

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

河
⼝

・
海

岸
の

図
化

範
囲

⼭
地

領
域

の
図

化
範

囲

河
道

の
図

化
範

囲
⑥

河
⼝

か
ら
1
.6
k

2
.2
k

河
道

の
図

化
範

囲
③

河
⼝

か
ら
3
.8
k

4
.8
k

河
道

の
図

化
範

囲
⑤

河
⼝

か
ら
2
.2
k

3
k

河
道

の
図

化
範

囲
④

河
⼝

か
ら
3
k

3
.8
k

河
道

の
図

化
範

囲
②

河
⼝

か
ら
4
.8
k

5
.3
k

河
道

の
図

化
範

囲
①

河
⼝

か
ら
5
.3
k

6
k

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

以
降

で
示
す
各

領
域
の
図
化
範
囲

青
鹿

溜
池

※
昭

和
3
4
年

（
19
5
9
）

完
成

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

河
道

（
平
田
川

本
川
）
の
縦
断
地

形

青
鹿

溜
池

I
=
1
/
5
9
0

I
=
1
/
1
6
0

河
道

①

河
道

②

河
道

③

河
道

④

河
道

⑤

河
道

⑥

平
⽥

川
本

川
の
6
k上

流
は

樹
⽊

繁
茂

に
よ

り
航

空
写

真
判

読
が

困
難

I
=
1
/
8
0

I
=
1
/
3
5

河
口

か
ら

1
0
k
付
近

（
複

数
の

支
川
の

合
流

点
）

平
田

川

平
田

川

N ↑

流
域

の
概

要
流

域
面

積
４

６
．

７
ｋ
ｍ

２

（
国

土
交

通
省

国
土

数
値

情
報

流
域

メ
ッ

シ
ュ

デ
ー

タ
よ

り
計

測
し

た
値

）

管
理

延
長

２
８

．
０

km
（
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
の

河
川

等
指

定
調

書
よ

り
）

2
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山
地

（
砂

防
）
領

域
崩

壊
地

や
荒

廃
状

況
の

把
握

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
過

去
の

航
空

写
真

（
国

土
地

理
院

）
よ

り
、

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

の
経

年
的

な
変

化
を

把
握

し
た

。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

平
田

川 平
田

川

篠
原

川

平
田

川 平
田

川
篠

原
川

山
地

領
域
の
経

年
変
化

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
2年

：
19
4
7

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：昭

和
２

０
年

代
と

比
べ

、
令

和
年

代
は

裸
地

の
減

少
（
森

林
の

増
加

）
が

確
認

さ
れ

る
。

青
鹿

溜
池

※
昭

和
3
4
年

（
19
5
9
）

完
成

3
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山
地

（
砂

防
）
領

域
砂

防
堰

堤
の

整
備

状
況

の
把

握

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
人

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
砂

防
施

設
の

整
備

状
況

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

平
田
川
流
域
内

の
砂
防
堰
堤
数
の

経
年
変
化

砂
防
堰
堤

流
域

5
平

⽥
川

流
域

流
域

内
の
砂
防

堰
堤
数

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
砂

防
堰

堤
は

流
域

内
に

５
基

整
備

さ
れ

て
い

る
。

平
田

川
本

川
の

最
上

流
部

に
２

基
の

砂
防

堰
堤

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

支
川

の
篠

原
川

上
に

も
２

基
の

砂
防

堰
堤

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

平
田

川
本

川
上

の
砂

防
堰

堤
は

平
成

１
９

、
２

０
年

と
比

較
的

近
年

に
整

備
さ

れ
て

お
り

、
篠

原
川

上
の

砂
防

堰
堤

は
昭

和
２

８
年

、
４

４
年

に
整

備
さ

れ
て

い
る

。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

砂
防

堰
堤
位
置

図

昭
和
2
8
年

（
1
9
5
3
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
5
.8

ｍ
）

昭
和
4
4
年

（
1
9
6
9
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
8
.3

ｍ
）

篠
原

川

平
田

川

平
田

川

平
田

川

平
成
1
9
年

（
2
0
0
7
）

に
整

備
透

過
型

堰
堤

（
⾼

さ
1
2
ｍ

）
平

成
2
0
年

（
2
0
0
8
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
9
ｍ

）

平
田

川

青
鹿

溜
池

※
昭

和
3
4
年

（
19
5
9
）

完
成

4
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ダ
ム

領
域

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

ダ
ム

領
域

に
お

け
る

人
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

と
し

て
、

ダ
ム

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
平

田
川

の
河

口
か

ら
１

５
ｋ
ｍ

付
近

に
か

ん
が

い
を

目
的

と
し

た
青

鹿
溜

池
（
堤

高
３

１
．

３
ｍ

、
堤

頂
長

１
４

０
ｍ

）
が

昭
和

３
４

年
に

完
成

し
た

。
青

鹿
溜

池
上

流
の

地
質

は
火

成
岩

が
主

で
あ

る
。

な
お

、
た

め
池

下
流

は
段

丘
堆

積
物

が
主

と
な

っ
て

い
る

。

平
田

川
流
域
内

の
ダ
ム

有
効
貯
⽔
容
量
／
総
貯
⽔
容
量

（
万
m

3
）

流
域
⾯
積

（
㎞

2
）

竣
⼯

管
理
者

⽬
的

ダ
ム
名

9
0
.7

／
9
0
.7

4
.9

昭
和
3
4年

（
1
9
5
9）

九
州

農
政

局
か

ん
が

い

一
般

財
団

法
人

日
本

ダ
ム
協

会

青
鹿

溜
池

※
昭

和
3
4
年

（
19
5
9
）

完
成

平
田

川

平
田

川

平
田

川
流
域
内

の
ダ
ム
の
位
置
図

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

ラ
ベ

ル
名

形
成

時
代

⼤
区

分
岩

相
H_

sa
d

新
⽣

代
 第

四
紀

 完
新

世
堆

積
岩

⾕
底

平
野

・
⼭

間
盆

地
・

河
川

・
海

岸
平

野
堆

積
物

H_
ss

d
新

⽣
代

 第
四

紀
 完

新
世

堆
積

岩
海

岸
・

砂
丘

堆
積

物
N2

_s
oc

堆
積

岩
海

成
層

 礫
岩

N2
_v

as
_a

p
⽕

成
岩

デ
イ

サ
イ

ト
・

流
紋

岩
 ⼤

規
模

⽕
砕

流
N2

1_
pi

m
_a

⽕
成

岩
花

崗
閃

緑
岩

・
ト

ー
ナ

ル
岩

 塊
状

 島
弧

・
⼤

陸
N3

_s
os

m
a

堆
積

岩
海

成
層

 砂
岩

泥
岩

互
層

Q2
2_

st
d

新
⽣

代
 第

四
紀

 更
新

世
 後

期
チ

バ
ニ

ア
ン

期
堆

積
岩

段
丘

堆
積

物
Q3

1_
st

d
新

⽣
代

 第
四

紀
 後

期
更

新
世

前
期

堆
積

岩
段

丘
堆

積
物

青
鹿

溜
池

※
昭

和
3
4
年

（
19
5
9
）

完
成

産
業

技
術

総
合

研
究

所
2
0万

分
の
1
⽇

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
よ

り
作

成

平
田

川
流
域
内

の
地
質

5
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
５

．
３

～
６

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
５

ｋ
８

付
近

の
固

定
堰

下
流

（
右

岸
）
は

、
昭

和
２

３
年

時
点

で
は

樹
木

繁
茂

が
確

認
さ

れ
な

い
が

、
昭

和
３

７
年

以
降

は
樹

木
の

繁
茂

が
確

認
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
樹

木
の

繁
茂

域
は

昭
和

５
８

年
以

降
、

大
き

な
変

化
は

な
く
河

道
内

に
つ

い
て

も
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

固
定

堰
（

5
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
8
付
近

）

固
定

堰
（

撤
去
）

固
定

堰
（

5
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
5
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
6
付
近

）
固

定
堰

（
5
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

撤
去
）

固
定

堰
（

撤
去
）

S
3
7
～

S
5
8
の

期
間

に
実

施
さ

れ
た

周
辺

の
圃

場
整

備
や

河
川

改
修

と
合

わ
せ

撤
去

さ
れ

た
と

推
定

S
3
7
～

S
5
8
の

期
間

に
実

施
さ
れ

た
周
辺

の
圃

場
整

備
と

合
わ

せ
撤

去
さ
れ

た
と
推

定

砂
州

は
裸

地
が
多

い
が

一
部
樹

木
が

確
認

さ
れ

る

樹
木

の
繁

茂
域
の

拡
大

が
確

認
さ

れ
る

樹
木

の
繁

茂
域
の

拡
大

が
確

認
さ

れ
る

樹
木

の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

が
拡

大
は

し
て

い
な

い

樹
木

の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

が
拡

大
は

し
て

い
な

い

樹
木

の
繁

茂
が
確

認
さ

れ
る

が
拡

大
は

し
て

い
な

い

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化
6
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
②

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

下
流

側
上

流
側

下
流

側
上

流
側

下
流

側
上

流
側

下
流

側
上

流
側

下
流

側
上

流
側

下
流

側
上

流
側

固
定

堰
（

5
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
3
付
近

）

固
定

堰
（

5
k
3
付
近

）

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

の
拡

大
及
び

植
生

が
繁

茂

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
４

．
８

～
５

．
３

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
井

手
ノ

上
橋

（
５

ｋ
１

付
近

）
の

下
流

右
岸

に
は

、
昭

和
２

３
年

時
よ

り
砂

州
が

確
認

さ
れ

る
。

昭
和

２
３

、
３

７
年

は
裸

地
が

大
半

を
占

め
て

い
る

が
、

昭
和

５
８

年
よ

り
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

る
。

平
成

２
０

年
ま

で
は

、
大

き
な

変
化

は
み

ら
れ

な
い

が
、

令
和

２
年

で
は

砂
州

が
発

達
し

て
い

る
他

、
左

岸
側

に
も

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

。

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化

井
手

ノ
上

橋

井
手

ノ
上

橋

井
手

ノ
上

橋

井
手

ノ
上

橋

井
手

ノ
上

橋

井
手

ノ
上

橋

新
た

な
砂

州
を
確

認
（

植
生

も
繁

茂
し

て
い

る
）

7

101



河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
３

．
８

～
４

．
８

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

３
年

は
砂

州
の

大
半

が
裸

地
で

あ
る

が
、

昭
和

３
７

年
よ

り
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

る
。

ま
た

、
平

成
２

年
以

降
は

砂
州

全
面

で
植

生
の

繁
茂

が
確

認
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
植

生
の

繁
茂

域
は

平
成

２
年

以
降

、
大

き
な

変
化

は
な

く
河

道
内

に
つ

い
て

も
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

4
k
5
付
近

）

固
定

堰
（

撤
去
）

砂
州

は
裸

地
が
多

い
砂

州
の

全
面

で
植

生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

8
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
④

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
３

～
３

．
８

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

３
年

は
砂

州
の

大
半

が
裸

地
で

あ
る

が
、

昭
和

３
７

年
よ

り
砂

州
上

に
植

生
が

確
認

さ
れ

る
。

ま
た

、
平

成
２

年
以

降
は

砂
州

全
面

で
植

生
の

繁
茂

が
確

認
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
植

生
の

繁
茂

域
は

平
成

２
年

以
降

、
大

き
な

変
化

は
な

く
河

道
内

に
つ

い
て

も
経

年
的

な
変

化
は

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

る
。

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化
9
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑤

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
２

．
２

～
３

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

川
改

修
等

に
よ

る
河

道
改

変
後

の
昭

和
５

８
年

以
降

の
航

空
写

真
に

着
目

す
る

と
、

平
成

２
年

ま
で

は
砂

州
は

裸
地

が
大

半
で

あ
る

が
、

平
成

２
０

年
以

降
は

砂
州

全
面

で
植

生
の

繁
茂

が
確

認
さ

れ
る

。

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

に
は

植
生
が

繁
茂

樹
林

化
が

進
行

両
岸

で
樹

林
化

が
進

行

S
3
7
～

S
5
8
の

期
間

に
実

施
さ
れ

た
周

辺
の

圃
場

整
備

や
河

川
改
修

に
合

わ
せ

樹
木

伐
採

等
が

実
施
さ

れ
た

と
推

定

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

は
裸

地
が
多

い

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

砂
州

の
全

面
で
植

生
が

繁
茂

10
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
⑥

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

下
流

側

上
流

側

砂
州

は
裸

地
が
多

い

樹
林

化
が

進
行

樹
林

化
が

進
行

河
川

改
修

に
よ
り

砂
州

撤
去

樹
林

化
が

進
行

樹
林

化
が

進
行

河
道

領
域
（
平

田
川
）
の
経
年
変

化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
１

．
６

～
２

．
２

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

３
年

は
砂

州
の

大
半

が
裸

地
で

あ
る

が
、

昭
和

３
７

年
は

樹
林

化
の

進
行

が
確

認
さ

れ
る

。
昭

和
５

８
年

～
平

成
２

年
の

間
に

改
修

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
後

の
平

成
２

０
年

に
は

再
度

樹
林

化
の

進
行

が
確

認
さ

れ
る

。

昭
和

3
7年

：
19
6
2

平
成

2年
：

1
99
0

昭
和

5
8年

：
19
8
3

平
成

2
0年

：
20
0
8

令
和

2年
：

2
02
0

昭
和

2
3年

：
19
4
8

11

105



河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

砂
州

が
発

達
し

植
生

域
が

拡
大

し
て

い
る

河
道

②
を

対
象

に
、

区
間

中
央

に
位

置
す

る
井

手
ノ

上
橋

よ
り

上
下

流
の

状
況

を
把

握
し

た
。

河
道

②
状
況
写

真

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
河

道
内

に
植

生
は

確
認

さ
れ

る
が

、
河

床
は

比
較

的
平

坦
で

あ
り

護
岸

付
近

の
洗

堀
は

確
認

さ
れ

な
い

井
⼿

ノ
上

橋
よ

り
下

流
を

望
む

R
6
.1
.1
6
撮

影
井

⼿
ノ

上
橋

よ
り

上
流

を
望

む
R
6
.1
.1
6
撮

影

12
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河
口

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和
3
7年

：
19
6
2

令
和

2年
：

2
02
0

平
成
1
7年

：
20
0
8

平
成

7年
：

1
99
5

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

2
2年

：
19
4
7

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
河

口
砂

州
は

、
流

出
と

再
形

成
を

繰
り

返
し

て
い

る
が

、
概

ね
同

じ
位

置
で

砂
州

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。

河
口

砂
州
の
規
模
や
位
置
の
変
遷

平
田

川
平

田
川

平
田

川

平
田

川
平

田
川

平
田

川
平

田
川

13
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航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和
3
7年

：
19
6
2

令
和

2年
：

2
02
0

平
成
1
7年

：
20
0
8

平
成

7年
：

1
99
5

昭
和

5
8年

：
19
8
3

昭
和

2
2年

：
19
4
7

海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
昭

和
２

２
年

か
ら

昭
和

５
０

年
に

か
け

て
は

汀
線

の
後

退
が

確
認

さ
れ

る
が

、
昭

和
５

８
年

以
降

は
汀

線
は

安
定

傾
向

に
あ

る
。

昭
和

2
2年

汀
線

当
該

年
の

汀
線

平
田

川
平

田
川

平
田

川

平
田

川
平

田
川

平
田

川
平

田
川

汀
線

の
経
年
変
化

14
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

都
農

（
気

）

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

雨
量

観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
近

傍
の

都
農

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
平

成
２

２
年

以
降

の
年

最
大

日
雨

量
を

確
認

し
た

結
果

、
年

に
よ

る
ば

ら
つ

き
は

あ
る

も
の

の
約

１
５

０
m

m
～

約
３

０
０

ｍ
ｍ

の
範

囲
に

あ
る

。
な

お
、

平
成

２
６

年
が

最
も

多
い

H
2
6
.
6

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
年

最
大

日
雨

量
の

出
典

：
気
象

庁
（
都

農
雨

量
観

測
所

）

15
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流
域

波
浪

状
況

の
把

握

近
傍

の
波

高
や

波
向

、
流

向
や

流
速

よ
り

、
沿

岸
流

に
つ

い
て

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
や

や
沖

合
い

の
ネ

ダ
ノ

瀬
で

は
、

東
、

東
南

東
方

向
か

ら
波

向
が

多
い

が
、

沿
岸

で
は

南
北

方
向

の
往

復
流

が
多

い
沿

岸
の

流
速

は
、

南
方

向
が

大
き

い

大
淀

川

一
ツ

瀬
川

小
丸

川

平
田

川

流
向

流
速

頻
度

図
（
H

2
3
年

度
調

査
）

ネ
ダ

ノ
瀬

波
高

・
波

向
頻

度
図

（
H

2
2
.2

.3
～

H
2
4
.5

.2
5
）

流
向

流
速

頻
度
図

の
出

典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て

波
高

・
波

向
頻
度

図
の

出
典
：

1
2
8
回

河
川

整
備

基
本

方
針

検
討

小
委

員
会

資
料

3-
1

小
丸
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
変

更
に
つ

い
て

16
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流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

下
流

域
で
は
建

物
用
地

(
市
街
地

)が
拡

大

令
和

3年
：

2
02
1

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
青

鹿
溜

池
上

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

は
大

部
分

が
森

林
で

あ
る

が
、

令
和

年
代

で
は

荒
地

の
増

加
が

確
認

さ
れ

る
下

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

と
比

べ
建

物
用

地
が

増
加

し
て

い
る

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

青
鹿

溜
池

青
鹿

溜
池

森
林

の
減
少
（

荒
地
の

増
加

）
が
確
認

さ
れ
る

17
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

砂
州

の
樹

林
化

【
河

道
領

域
】

ダ
ム

堆
砂

の
進

行

【
ダ

ム
領

域
】

【
山

地
領

域
】

特
に

な
し

【
海

岸
領

域
】

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院
青

：
土

砂
動

態
を

変
化

さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象 土

砂
管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

【
山
地
領
域
】

•
昭
和
2
2年

と
令

和
2年

の
航
空
写
真

の
比
較
か

ら
は
、
裸
地
の
減

少
が
確

認
さ
れ
た
。
な

お
、
昭
和

51
年
と

令
和
3
年
の
土
地

利
用
デ
ー
タ

よ
り
、

荒
地
の
割
合
が

僅
か
に
増
加
し
て

い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

⇒
昭
和
2
0年

代
と
比
べ
る
と
、
令

和
年
代
は

土
砂
供
給
量
が
減

少
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る

。

【
ダ
ム
領
域
】

•
貯
水
池
の
堆
砂

は
進
行
し
て
い
る

と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
下
流

へ
の
土
砂

供
給
量
は
減
少

し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

【
河
道
領
域
】

•
平

田
川

本
川

の
1
.6

k～
6
kを

対
象

と
し

た
航

空
写

真
の

整
理

か
ら

は
、

昭
和

3
7
年

よ
り

砂
州

上
に

植
生

が
確

認
さ

れ
る

ケ
ー

ス
が

多
く
、

平
成

年
代

に
入

り
砂

州
全

面
に

植
生

が
確

認
さ

れ
る

箇
所

が
増

加
し

て
い

る
。

⇒
上
流
域
か
ら

の
土
砂
供
給
量
の

減
少
に
よ

る
河
床
低
下
に
よ

り
、
砂
州

で
は
冠
水
頻
度
が

減
少
し
た
こ
と
で

植
生
域
が

拡
大
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

【
海
岸
領
域
】

•
河
口
砂
州
は
流

出
と
再
形
成
を
繰

り
返
し
て

い
る
が
、
再
形
成

時
の
位
置

や
形
状
は
概
ね

一
定
で
あ
る
。

•
海
岸
汀
線
は
昭

和
2
2～

50
年
ま
で

は
後
退
傾

向
に
あ
っ
た
が
、

昭
和
5
8年

以
降
安
定
し
て

お
り
、
海
岸
の
砂

浜
は
維
持

さ
れ
て
い
る

砂
防

堰
堤

（
S4
4
）

砂
防

堰
堤

（
S2
8
）

（
S3
4
）

篠
原

川

平
田

川

平
田

川

荒
地

の
減

少

平
田

川
流

砂
系

で
は

、
河

道
領

域
で

の
植

生
繁

茂
傾

向
が

確
認

さ
れ

た
。
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象

19
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6.沖田川流砂系 
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取
組
着
手
時
に
お
け
る
容
易
な
土
砂
管
理
に
か
か
わ
る

問
題
の
把
握
手
法
（
ve

r1
.0
）
レ
ベ
ル
 

の
検

討
事

例

～
沖

田
川

流
砂

系
～
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検
討

に
使

用
し

た
資

料

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」
の

レ
ベ

ル
 

で
示

さ
れ

る
事

例
と

同
様

の
項

目
に

つ
い

て
、

以
下

の
資

料
を

用
い

検
討

し
た

。
な

お
、

一
部

管
理

者
所

有
の

資
料

を
用

い
て

い
る

が
、

多
く
は

公
表

資
料

を
用

い
た

検
討

が
可

能
で

あ
る

。

使
用

資
料
の
一

覧

土
砂

管
理

に
か

か
わ

る
問

題
の

把
握

項
目

左
記

項
目

の
把

握
に

あ
た

り
使

用
す

る
資

料
資

料
の

有
無

資
料

の
入

手
先

（
出

典
）

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

砂
防

施
設

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

 
有

（
施

設
台

帳
、

位
置

図
）

管
理

者

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）

施
設

台
帳

有
（
施

設
諸

元
資

料
）

管
理

者

ダ
ム

の
堆

砂
測

量
成

果
有

（
H

1
4
～

R
4
）

管
理

者

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

分
布

図
有

沖
田

川
水

系
河

川
整

備
計

画

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

航
空

写
真

有
（
S

2
3
、

S
3
7
、

S
5
0
、

S
5
3
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

局
所

洗
堀

・
河

床
低

下
現

地
写

真
有

（
R

6
.1

）
本

資
料

作
成

者
が

撮
影

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

航
空

写
真

有
（
S

2
2
、

S
3
9
、

S
5
0
、

H
1
1
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

汀
線

の
変

化
状

況
航

空
写

真
有

（
S

2
2
、

S
3
9
、

S
5
0
、

H
1
1
、

H
2
1
、

H
3
0
）

国
土

地
理

院

施
設

の
整

備
状

況
施

設
台

帳
有

（
施

設
情

報
、

位
置

図
等

）
管

理
者

豪
雨

・
出

水
状

況
雨

量
デ

ー
タ

有
（
S

3
6
～

R
5
）

気
象

庁
（
延

岡
雨

量
観

測
所

）

波
浪

状
況

波
浪

デ
ー

タ
有

（
H

1
6
～

H
3
0
）

リ
ア

ル
タ

イ
ム

ナ
ウ

フ
ァ

ス
（
国

土
交

通
省

港
湾

局
全

国
港

湾
海

洋
波

浪
情

報
網

）

土
地

利
用

状
況

土
地

利
用

デ
ー

タ
有

（
S

5
1
、

R
3
）

国
土

交
通

省
国

土
数

値
情

報

各
領

域
の

粒
径

集
団

河
床

材
料

調
査

結
果

無
-

文
献

無
-

海
岸

そ
の

他

山
地

河
道

ダ
ム

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

領
域

「
取

組
着

手
時

に
お

け
る

容
易

な
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
手

法
（
ve

r1
.0

）
」

レ
ベ

ル
 

の
内

容

流
域

全
体

当
該

流
砂

系
に

お
け

る
資

料
（
検

討
に

使
用

し
た

資
料

）
の

存
在

状
況

1
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以
降

で
示

す
図

化
範

囲

⼭
地

領
域

の
図

化
範

囲

河
⼝

・
海

岸
の

図
化

範
囲

河
道

の
図

化
範

囲
②

河
⼝

か
ら
4
k

6
k

河
道

の
図

化
範

囲
③

河
⼝

か
ら
0
.5
k

4
k

河
道

の
図

化
範

囲
①

河
⼝

か
ら
6
k

9
k

沖
田

ダ
ム

平
成

1
4
年

（
2
0
02
）

完
成

次
頁

よ
り

各
領

域
の

状
況

を
示

す
が

、
下

図
に

示
す

範
囲

に
分

け
整

理
し

た
。

ま
た

、
土

砂
管

理
に

か
か

わ
る

問
題

の
把

握
に

際
し

て
は

、
当

該
流

砂
系

の
地

形
把

握
が

重
要

な
た

め
、

こ
こ

で
は

国
土

地
理

院
地

図
（
電

子
国

土
W

E
B

）
の

断
面

図
作

成
機

能
を

用
い

て
、

河
口

～
沖

田
ダ

ム
区

間
を

対
象

に
縦

断
図

を
作

成
し

た
。

こ
れ

よ
り

、
縦

断
勾

配
は

大
き

く
３

つ
（
上

流
：
１

／
７

０
、

中
流

：１
／

２
３

０
、

下
流

：１
／

５
０

０
０

）に
区

分
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

河
道

の
図
化
範

囲
内
に
お
け
る
縦

断
地
形

I
=
1
/
5
0
0
0

沖
田

ダ
ム

I
=
1
/
2
3
0

I
=
1
/
7
0

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

以
降

で
示
す
各

領
域
の
図
化
範
囲河

道
①

河
道

②
河

道
③

延
岡

新
港

（
昭
和

4
7
年

（
1
9
7
2
）

）
よ
り

整
備

沖
田

川

流
域

の
概

要
（
沖

田
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

よ
り

）
流

域
面

積
４

０
．

３
ｋ
ｍ

２

幹
線

流
路

延
長

１
３

．
３

km

2
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山
地

（
砂

防
）
領

域
崩

壊
地

や
荒

廃
状

況
の

把
握

平
成

3
0年

：
20
1
8

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
昭

和
２

２
年

と
比

べ
、

平
成

３
０

年
は

一
部

箇
所

で
崩

壊
地

跡
が

確
認

さ
れ

る
が

、
全

体
的

に
は

大
き

な
変

化
は

見
ら

れ
な

い
。

昭
和

2
2年

：
19
4
7

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

山
地

領
域
の
経

年
変
化

沖
田

ダ
ム

沖
田

川 一
部

箇
所

で
は
崩

壊
地

跡
が
確

認

沖
田

川

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
過

去
の

航
空

写
真

（
国

土
地

理
院

）
よ

り
、

崩
壊

地
や

荒
廃

状
況

の
経

年
的

な
変

化
を

把
握

し
た

。

3
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山
地

（
砂

防
）
領

域
砂

防
堰

堤
の

整
備

状
況

の
把

握

沖
田
川
流
域
内

の
砂
防
堰
堤
数
の

経
年
変
化

砂
防
堰
堤

流
域

1
4

沖
⽥

川
流

域

流
域

内
の
砂
防

堰
堤
数

山
地

（
砂

防
）
領

域
に

お
け

る
人

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
砂

防
施

設
の

整
備

状
況

（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
砂

防
堰

堤
は

流
域

内
に

１
４

基
整

備
さ

れ
て

い
る

。
沖

田
ダ

ム
の

上
流

域
に

は
砂

防
施

設
は

存
在

し
な

い
。

河
道

領
域

（
本

川
上

）
に

は
１

基
の

砂
防

堰
堤

が
整

備
（
昭

和
２

９
年

に
整

備
）
さ

れ
て

お
り

、
高

さ
５

m
の

不
透

過
型

堰
堤

で
あ

る
。

山
地

領
域

内
に

砂
防

施
設

は
な

い

沖
田

ダ
ム

沖
⽥

川
堰

堤
昭

和
2
9
年

（
1
9
5
4
）

に
整

備
不

透
過

型
堰

堤
（

⾼
さ
5
m

）

沖
⽥

ダ
ム

平
成
1
4
年

（
2
0
0
2
）

完
成

堤
⾼

：
3
6
m

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

砂
防

堰
堤
位
置

図

I
=
1
/
50
0
0

沖
田

ダ
ム

I
=
1
/
2
3
0

I
=
1
/
7
0

河
道

①
河

道
②

河
道

③

沖
田

川
堰

堤
（

8
k
5
付

近
）

電
子

国
土

W
E
B
の
断

面
図

作
成

機
能

よ
り

作
成

本
川

上
の
砂
防

施
設
位
置

4
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ダ
ム

領
域

ダ
ム

の
整

備
状

況
の

把
握

ダ
ム

領
域

に
お

け
る

人
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

と
し

て
、

ダ
ム

の
整

備
状

況
（
位

置
、

整
備

時
期

等
）
を

把
握

し
た

。

沖
田

ダ
ム

（
県

）

沖
田

川
流
域
内

の
ダ
ム

沖
田
川
流
域
内

の
ダ
ム
の
位
置
図沖
田

ダ
ム
の
状

況

ダ
ム

名
目

的
管

理
者

竣
工

流
域

面
積

（
k
m
2
）

有
効

貯
水

容
量

/
総

貯
水

容
量

（
万

m
3 ）

計
画

堆
砂

量

（
万

m
3
）

R
3
末

時
点

の
堆

砂
量

（
万

m
3
）

堆
砂

率
（

％
）

沖
田

ダ
ム

F
N

宮
崎

県
H
1
4

（
2
0
0
2
）

8
.
8

2
3
5
/
2
7
5

4
0

5
.
1

1
3

（
2
1
年

間
）

目
的

略
字

　
P
：

発
電

、
F
：

洪
水

調
節

、
N
：

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
沖

田
川

の
河

口
か

ら
９

ｋ
ｍ

付
近

に
洪

水
調

節
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
を

目
的

と
し

た
沖

田
ダ

ム
（
堤

高
３

６
ｍ

、
堤

頂
長

１
１

１
ｍ

）
が

平
成

１
４

年
に

完
成

し
た

。

写
真

の
出

典
：
沖

田
川

水
系
河

川
整
備

計
画

5

120



ダ
ム

領
域

ダ
ム

堆
砂

量
デ

ー
タ

を
用

い
た

土
砂

動
態

の
把

握

ダ
ム

堆
砂

量
の

測
量

デ
ー

タ
か

ら
年

平
均

堆
砂

量
を

算
出

し
た

。
ま

た
、

周
辺

ダ
ム

の
年

平
均

堆
砂

量
や

ダ
ム

流
域

の
地

質
を

比
較

し
て

、
地

質
別

の
堆

砂
量

の
大

小
な

ど
の

関
係

性
を

把
握

し
た

。

沖
田
川
流
域
内

の
ダ
ム
の
位
置
図

と
沖
田
川

流
域
の
地
質

沖
田

ダ
ム

（
県

）

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
■

堆
砂

状
況

沖
田

ダ
ム

の
堆

砂
量

は
、

令
和

3
年

末
時

点
で

5
.1

万
m

3
で

あ
り

、
計

画
堆

砂
量

の
4
0

万
m

3
に

対
し

1
3
％

の
堆

砂
率

で
あ

る
。

年
平

均
堆

砂
量

は
0
.2

4
万

m
3
／

年
（
5
.1

万
m

3
／

2
1
年

間
）で

あ
る

。
ま

た
、

比
堆

砂
量

※
は

0
.0

28
万

m
3
／

km
2
／

年
（

5
.1

万
m

3
／

8
.8

㎞
2
／

2
1
年

間
）

で
あ

る
。

堆
砂

速
度

は
、

計
画

で
想

定
し

て
い

る
速

度
と

同
程

度
で

あ
る

。
■

地
質

沖
田

川
流

域
は

四
万

十
層

群
の

堆
積

岩
（
泥

岩
、

砂
岩

）
が

主
体

で
あ

る
。

■
周

辺
他

ダ
ム

と
の

比
較

近
傍

の
小

丸
川

で
は

、
総

合
土

砂
管

理
計

画
の

中
に

各
ダ

ム
の

比
堆

砂
量

※
が

示
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

上
流

に
ダ

ム
を

持
た

な
い

松
尾

ダ
ム

、
渡

川
ダ

ム
の

比
堆

砂
量

と
比

較
し

た
。

そ
の

結
果

、
松

尾
ダ

ム
は

0
.1

7
8
8
万

m
3
／

km
2
／

年
、

渡
川

ダ
ム

は
0
.0

6
1
7
万

m
3
／

km
2
／

年
で

あ
り

、
こ

れ
ら

と
比

べ
る

と
沖

田
ダ

ム
上

流
域

で
の

土
砂

生
産

は
小

さ
い

と
言

え
る

。 堆
砂

量
の
経
年

変
化

※
比

堆
砂
量
は

、
全
体
砂
量
を
直

接
流
域
面

積
及
び
経
過
年
数

で
除
し
て

算
出

-1
00

010
0

20
0

30
0

40
0

50
0

-1
0
00

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

H
1
4

H
15

H
16

H
1
7

H
18

H
19

H
2
0

H
21

H
22

H
2
3

H
24

H
25

H
2
6

H
2
7

H
28

H
29

H
3
0

H
31

R
2

R
3

R
4

年堆砂量（千m３／年）

累積堆砂量(千 )

年
堆

砂
量

累
積

堆
砂

量

計
画

堆
砂

量

計
画

堆
砂

速
度

・
堆

砂
速
度
は

計
画
堆
砂
速
度
と

同
程
度

・
周

辺
の
ダ
ム

と
比
べ
る
と
堆
砂

速
度
は
緩

や
か

6
出

典
：
沖

田
川

水
系

河
川

整
備

計
画

平
成

2
7
年

8
月

宮
崎

県
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
①

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
3年

：
19
7
8

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
６

～
９

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
礫

が
主

体
で

あ
る

。
ま

た
、

東
九

州
自

動
車

道
の

橋
梁

付
近

（
７

ｋ
付

近
）
よ

り
下

流
で

は
過

去
よ

り
砂

州
が

形
成

さ
れ

て
い

る
が

、
経

年
的

な
変

化
小

さ
い

と
判

断
さ

れ
る

。
植

生
状

況
の

経
年

変
化

は
不

明
で

あ
る

が
、

近
年

は
河

道
内

に
植

生
が

確
認

さ
れ

る
。 沖

田
ダ
ム

沖
田

ダ
ム

9
k
付

近
（

H
1
4完

成
）

沖
田

川
堰

堤
（

8k
5
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

沖
田

川
堰

堤
（

8k
5
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

沖
田

川
堰

堤
（

8k
5
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

沖
田

川
堰

堤
（

8k
5
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

沖
田

川
堰

堤
（

8k
5
付

近
）

※
施

設
整

備
前
後

の
大

き
な
変

化
な
し

東
九

州
自

動
車

道

東
九

州
自

動
車

道

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る
（

砂
州

が
や

や
拡

大
）

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る 湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る
（

植
生

も
確

認
さ

れ
る
）

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る
（

植
生

も
確

認
さ

れ
る
）

河
道

領
域
（
沖

田
川
）
の
経
年
変

化

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

7
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
②

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
3年

：
19
7
8

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
４

～
６

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
河

道
内

は
礫

や
砂

が
主

体
で

あ
る

。
昭

和
２

３
年

、
３

７
年

の
航

空
写

真
で

は
湾

曲
内

湾
部

に
砂

州
の

形
成

が
確

認
さ

れ
る

。
そ

の
後

、
昭

和
３

７
年

か
ら

平
成

２
１

年
の

期
間

の
中

で
河

川
改

修
が

行
わ

れ
て

お
り

、
川

幅
が

広
く
な

っ
て

い
る

。
平

成
２

１
年

、
平

成
３

０
年

の
航

空
写

真
で

は
直

線
区

間
も

含
め

植
生

の
繁

茂
が

確
認

さ
れ

る
。

堰
（

5k
2
付

近
）

堰
（

5k
2
付

近
）

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る
（

砂
州

が
や

や
拡

大
）

河
道

領
域
（
沖

田
川
）
の
経
年
変

化

河
川

改
修

に
よ
り

川
幅

増

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

湾
曲

の
内

湾
部
に
砂

州
が

確
認

さ
れ

る

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

河
川

改
修

に
よ
り

川
幅

増

湾
曲

の
内

湾
部
に

砂
州

が
確

認
さ

れ
る

砂
州

消
失

植
生

繁
茂

植
生

繁
茂

砂
州

形
成

植
生

繁
茂

5
k
付

近
よ

り
上
流
は

I
=
1
/
2
6
0
程

度

5
k
付

近
よ

り
下
流

は
I
=
1
/
5
0
0
0
程

度

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

口
広

橋

8
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河
道

領
域

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

の
把

握
河

道
③

昭
和

3
7年

：
19
6
2

昭
和

5
3年

：
19
7
8

昭
和

5
0年

：
19
7
5

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

3
0年

：
20
1
8

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

昭
和

2
3年

：
19
4
8

河
道

領
域
（
沖

田
川
）
の
経
年
変

化

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

道
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

（
河

口
か

ら
０

．
５

～
４

ｋ
ｍ

付
近

）
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
：
本

区
間

は
、

昭
和

５
３

年
か

ら
平

成
２

１
年

の
期

間
の

中
で

河
川

改
修

が
行

わ
れ

川
幅

が
広

く
な

っ
て

い
る

が
、

砂
州

の
発

達
、

植
生

繁
茂

の
視

点
か

ら
み

る
と

経
年

的
な

変
化

は
小

さ
い

と
判

断
さ

れ
る

。

河
川

改
修

に
よ
り

川
幅

増

笹
目

橋

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

上
流

側
下

流
側

9
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河
道

領
域

局
所

洗
掘

・
河

床
低

下
の

把
握

河
道

領
域

で
は

、
上

流
か

ら
の

土
砂

供
給

量
の

減
少

や
河

道
内

の
砂

州
の

樹
林

化
・
固

定
化

な
ど

の
要

因
に

よ
り

、
澪

筋
で

の
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

が
生

じ
て

い
る

場
合

が
あ

る
こ

と
や

、
局

所
洗

堀
や

河
床

低
下

に
よ

り
、

河
岸

の
被

災
、

堰
下

流
の

護
床

工
の

沈
下

等
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
こ

の
よ

う
な

視
点

よ
り

河
道

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

砂
州

の
樹

林
化

・
固

定
化

が
み

ら
れ

る
河

道
②

を
対

象
に

、
区

間
中

央
に

堰
直

下
流

の
橋

梁
（
口

広
橋

）
よ

り
上

下
流

の
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
橋

梁
上

流
に

位
置

す
る

固
定

堰
や

周
辺

の
護

岸
に

つ
い

て
沈

下
は

確
認

さ
れ

な
い

橋
梁

下
流

に
つ

い
て

も
護

岸
の

沈
下

は
確

認
さ

れ
な

い

⼝
広

橋
よ

り
下

流
を

望
む

R
6
.1
.1
0
撮

影

⼝
広

橋
よ

り
上

流
を

望
む

R
6
.1
.1
0
撮

影

10
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河
口

領
域

河
口

砂
州

の
規

模
や

位
置

の
把

握

平
成

3
0年

：
20
1
8

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

3
9年

：
19
6
4

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
河

口
砂

州
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
河

口
砂

州
は

、
流

出
と

再
形

成
を

繰
り

返
し

て
い

る
が

、
概

ね
同

じ
位

置
で

砂
州

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

沖
田

川
沖

田
川

沖
田

川

河
口

砂
州
の
規
模
や
位
置
の
変
遷

11
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平
成

3
0年

：
20
1
8

平
成

2
1年

：
20
0
9

平
成

1
1年

：
19
9
9

昭
和

5
0年

：
19
7
5

昭
和

2
2年

：
19
4
7

昭
和

3
9年

：
19
6
4

昭
和

2
2年

汀
線

当
該

年
の

汀
線

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

浜
川

防
潮

水
門

沖
田

川

沖
田

川
沖

田
川

沖
田

川

汀
線

の
経
年
変
化

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

国
土

地
理

院
の

航
空

写
真

を
用

い
て

、
海

浜
の

長
期

の
地

形
変

化
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
昭

和
２

２
年

か
ら

平
成

１
１

年
に

か
け

て
は

汀
線

の
前

進
・
後

退
が

確
認

さ
れ

る
が

、
平

成
２

１
年

以
降

は
汀

線
は

前
進

傾
向

に
あ

る
。

沖
田

川
河

口
付

近
で

は
、

平
成

１
９

～
２

０
、

２
５

、
２

７
～

２
９

、
令

和
２

年
度

に
延

岡
新

港
の

浚
渫

土
砂

を
養

浜
し

て
い

る
。

昭
和

5
3
年

度
延

岡
新

港
の

施
設

と
し

て
突

堤
整
備

昭
和

4
7
～

5
1
年
度

に
か

け
て

延
岡
新

港
の

施
設

と
し
て

護
岸

整
備

昭
和

4
7
～

4
9
年
度

に
か

け
て

延
岡
新

港
の

施
設

と
し
て

護
岸

整
備

海
岸

領
域

汀
線

の
変

化
状

況
や

施
設

の
整

備
状

況
の

把
握

12
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流
域

豪
雨

・
出

水
状

況
の

把
握

延
岡

（
気

）

雨
量

観
測
所
位

置
図

雨
量

デ
ー
タ
の

整
理

※
河
川
整
備
計
画
に
掲

載
の
「
沖
田
川
水
系
の
主
な
洪
水
被
害
」

に
該
当
す
る
出
水
に
は
日
付
を
付
与

流
域

近
傍

の
雨

量
観

測
所

の
デ

ー
タ

よ
り

、
過

去
の

豪
雨

や
出

水
状

況
を

把
握

し
た

。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
流

域
近

傍
の

延
岡

雨
量

観
測

所
を

対
象

に
、

観
測

デ
ー

タ
が

整
理

さ
れ

て
い

る
昭

和
３

６
年

以
降

の
６

３
年

間
の

年
最

大
日

雨
量

を
確

認
し

た
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
１

０
０

m
m

を
下

回
る

年
も

見
ら

れ
る

が
、

概
ね

１
０

０
ｍ

ｍ
～

３
０

０
ｍ

ｍ
の

範
囲

に
あ

る
。

ま
た

、
６

３
年

間
の

平
均

値
は

約
１

８
３

m
m

で
あ

る
が

、
近

１
０

年
の

平
均

値
は

約
１

９
７

ｍ
ｍ

と
降

雨
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

年
最

大
日

雨
量
の

出
典

：
気
象

庁
（
延

岡
雨

量
観

測
所

）

H
3
.8

H
1
0.
10

13
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流
域

波
浪

状
況

の
把

握

近
傍

の
波

高
や

波
向

、
流

向
や

流
速

よ
り

、
沿

岸
流

に
つ

い
て

把
握

し
た

。

沖
田

川

細
島

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
や

や
沖

合
い

の
細

島
で

は
、

東
南

東
、

南
東

方
向

か
ら

波
向

が
多

い

卓
越

す
る

波
向

き
(E

S
E
方

向
)

波
向

・
波
高
の

頻
度
図

リ
ア

ル
タ

イ
ム
ナ

ウ
フ

ァ
ス
（

国
土
交

通
省

港
湾

局
全

国
港

湾
海
洋

波
浪
情

報
網

）
の

デ
ー

タ
よ

り
作

成

平
成

1
6
年

：
2
0
04
～

平
成

2
0年

：
2
0
08

平
成

2
1
年

：
2
0
09
～

平
成

2
5年

：
2
0
13

平
成

2
6
年

：
2
0
14
～

平
成

3
0年

：
2
0
18

14
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流
域

土
地

利
用

状
況

の
把

握

下
流

域
で
は
建

物
用
地

(
市
街
地

)が
拡

大

山
地

領
域
に
荒

地
が
目
立
つ

荒
地

箇
所
は
森

林
に
変
化
し

て
い

る

土
地

利
用

状
況

（
市

街
地

、
荒

地
等

）
の

経
年

変
化

よ
り

、
山

地
か

ら
の

土
砂

の
流

出
し

や
す

さ
の

変
化

を
把

握
し

た
。

【
土

砂
動

態
把

握
の

観
点

】
上

流
域

に
つ

い
て

は
、

昭
和

５
０

年
代

は
荒

地
が

目
立

つ
が

、
令

和
年

代
で

は
森

林
に

変
化

し
て

い
る

下
流

域
に

つ
い

て
は

、
昭

和
５

０
年

代
と

比
べ

建
物

用
地

が
増

加
し

て
い

る

土
地

利
用
別
の

面
積
率

令
和

3年
：

2
02
1

昭
和

5
1年

：
19
7
6

デ
ー

タ
の

出
典
：

国
土

交
通
省

国
土

数
値

情
報

土
地

利
用

デ
ー

タ

土
地

利
用
状
況

の
変
遷

15
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【
山
地
領
域
】

•
昭
和
2
2年

と
平

成
3
0年

の
航
空
写

真
の
比
較

か
ら
は
、
大
き
な

変
化
は

確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
昭

和
5
1年

と
令
和
3
年
の
土
地
利

用
デ
ー
タ
よ
り
、

森
林
の
割
合
が
増

加
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

⇒
沖
田

ダ
ム
の
堆

砂
状
況
（

ダ
ム

上
流

域
の

地
質

が
類

似
す

る
近

傍
ダ

ム
と

比
較

す
る

と
堆

砂
速

度
は

遅
い

）
も

踏
ま

え
る

と
、
土

砂
供

給
量

の
減
少
し
て

い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

【
ダ
ム
領
域
】

•
貯
水
池
の
堆
砂

は
進
行
し
て
い
る

が
、
堆
砂

速
度
は
計
画
程
度

で
あ
る
。

⇒
当
面
は
、
ダ

ム
機
能
は
維
持
さ

れ
る
と
想

定
さ
れ
る
。

⇒
下
流
へ
の
土

砂
供
給
量
は
減
少

し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

【
河
道
領
域
】

•
航

空
写

真
の

経
年

変
化

か
ら

は
、

4
k～

7
k付

近
に

お
い

て
平

成
２

１
年

よ
り

植
生

が
繁

茂
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た
。

⇒
上
流
域
か
ら

の
土
砂
供
給
量
の

減
少
に
よ

る
河
床
低
下
に
よ

り
、
砂
州

で
は
冠
水
頻
度

が
減
少
し
た
こ
と

で
植
生
域

が
拡
大
し
た
と
考

え
ら
れ
る

。

【
海
岸
領
域
】

•
河
口
砂
州
は
流

出
と
再
形
成
を
繰

り
返
し
て

い
る
が
、
再
形
成

時
の
位

置
や
形
状
は
概

ね
一
定
で
あ
る
。

•
河
口
部
南
側
の

海
岸
で
は
、
昭
和

4
7年

度
～

5
3年

度
に
延
岡
新

港
の
整

備
の
一
環
で
、

護
岸
や
突
堤
が
整

備
さ
れ
た

。
•

昭
和

２
２

年
か

ら
平

成
１

１
年

に
か

け
て

は
汀

線
の

前
進

・
後

退
が

確
認

さ
れ

る
が

、
平

成
２

１
年

以
降

は
汀

線
は

前
進

傾
向

に
あ

る
。

⇒
平
成
1
1年

以
降
、
汀
線
は
前
進

傾
向
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、

突
堤
の
整

備
や
養
浜
の
効

果
と
想
定
さ
れ
る

。

レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

【
海

岸
領

域
】

4
k
～

7
k
付

近
で

は
植

生
が

繁
茂

傾
向

【
河

道
領

域
】

【
山

地
領

域
】

荒
地

の
減

少

ダ
ム

整
備

(
H
1
0
～

H
1
4
)

沖
田

ダ
ム

（
県

）

【
ダ

ム
領

域
】

貯
水

池
内

の
堆

砂
が

進
行

（
計

画
程

度
）

沖
田

川
流

砂
系

で
は

、
ダ

ム
領

域
で

の
堆

砂
進

行
、

河
道

領
域

で
の

植
生

繁
茂

傾
向

が
確

認
さ

れ
た

。

青
：

土
砂

動
態

を
変

化
さ
せ

る
主

な
要

因
赤

：
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

現
象

航
空

写
真

の
出
典

：
国

土
地
理

院

土
砂

管
理
に
か

か
わ
る
問
題
の
把

握
結
果

汀
線

は
前

進
傾

向

養
浜

(
H
1
9
～

2
0
、

2
5
、

2
7
～

2
9
、

R
2
年

度
)

16

河
川

改
修

（
S
3
7
～

H
2
1
の
間

）
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レ
ベ

ル
 

の
土

砂
動

態
把

握
の

ま
と

め

要
因

把
握
フ
ロ

ー
を
用
い
た
整
理

結
果
（
黄

色
ハ
ッ
チ
は
レ
ベ

ル
 
の
検

討
に
よ
り
確
認
さ

れ
た
事
項

）

○
前

述
ま

で
の

検
討

で
把

握
で

き
た

内
容

を
、

要
因

把
握

フ
ロ

ー
に

反
映

さ
せ

、
土

砂
問

題
の

発
生

要
因

や
今

後
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
事

象
を

確
認

し
た

。
○

結
果

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
今

後
は

各
領

域
に

記
載

の
派

生
す

る
現

象
が

生
じ

る
こ

と
も

考
え

る
。

○
そ

の
た

め
今

後
は

、
前

頁
で

示
し

た
推

定
し

た
発

生
要

因
や

今
後

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
現

象
に

着
目

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

的
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

確
認

さ
れ

た
事

象
（
人

為
的

イ
ン

パ
ク

ト
及

び
顕

在
化

し
て

い
る

土
砂

問
題

）

凡
例

土
砂

問
題

の
発

生
に

影
響

を
与

え
た

と
考

え
ら

れ
る

事
象

（
発

生
要

因
）

今
後

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

事
象

17
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